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〈 参 考 〉 

昨年度からの主な変更点には本文中に下線  を付しています。 

※ 年度，日付，様式及び福岡県立高等学校入学定員等一覧表(67～74ページ)等の変更点を 

除く。 
 

☆☆  昨昨年年度度かかららのの主主なな変変更更点点  

 

１ 第 2 志望校制度について（8，9ページ） 

・第2志望校制度の対象校を全ての県立高等学校へ拡大した。 

 （全日制課程の学科，コース又は系に限る。） 

 

２ 調査書（様式 5）について（25～28ページ） 

・従前様式の廃止 

 

３ 推薦入学について（67～72ページ） 

・新 規（８校） 

門司大翔館高等学校，中間高等学校，光陵高等学校，柏陵高等学校，福岡農業高等学校， 

武蔵台高等学校，三潴高等学校，三池高等学校 

・不実施（１校） 

若松高等学校 

 

４ 特色化選抜について（67～72ページ） 

・新 規（１校） 

 八幡高等学校 

・不実施（５校） 

 行橋高等学校，戸畑高等学校，折尾高等学校，中間高等学校，宗像高等学校 

 

５ 学科の廃止及び新設について（67～72ページ） 

 ・折尾 総合ビジネス科，ビジネス情報科 → ビジネス創造科 

・田川 普通科 → 未来探究科 

 

 

 

  

☆☆  出出願願資資格格（（学学区区内内にに居居住住又又はは居居住住予予定定））ににつついいてて  

  

通学区域に係る出願資格を満たすのは，次の場合です。 
 

① 志願先高等学校の学区内に居住している者(「居住地が県外にある者の出願の特例」等あり) 

 

② 志願先高等学校の学区外に居住し，高等学校入学時までに学区内に居住予定の者 

なお，志願する際に，居住予定の住所を明らかにする書類等の提出が必要です。提出書類 
については，表紙裏面の日程表の「志願受付」の欄等を参照してください。 
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令令和和 99 年年度度  福福岡岡県県立立高高等等学学校校（（定定時時制制課課程程のの単単位位制制をを除除くく。。））入入学学者者選選抜抜要要項項  

  

（（一一））  基基    本本    方方    針針                      

１ 高等学校入学者の選抜は，各高等学校に入学を希望する者について，当該高等学校の特色に

配慮しつつ，その教育を受けるに足る能力・適性等を公正に判定することを基本として行うも

のとする。 

２ 高等学校入学者の選抜に当たっては，中学校教育と高等学校教育の相互の関係を十分尊重し，

特に，中学校教育が正常に運営されるよう配慮するものとする。 

３ 高等学校入学者の選抜については，志願者の在学又は出身中学校等の校長（以下「中学校長」

という。）から提出される調査書を重視し，より公正を期するため，併せて学力検査を行うもの

とする。 

  ただし，中学校等における長期欠席者については，別に定めるところにより，調査書の一部

を資料としない入学者選抜を行うことができるものとする。 

  なお，この場合においては，必要に応じ面接を行うことができるものとする。 

４ 定時制課程にあっては，必要に応じ面接を行うことができるものとし，満 20 歳以上（令和 9

年 4 月 1 日現在）の入学志願者については，その希望により学力検査を行わず作文をもってこ

れに代えることができるものとする。 

５ 一部の学校の学科，コース又は系については，当該学科，コース又は系の特色に応じた独自

の面接，作文又は実技（「個性重視の特別試験」）を行うものとする。 

６ 全日制課程にあっては，すべての学科,コース及び系において推薦入学者選抜又は特色化選抜

を行うものとする｡ 

７ 福岡県立高等学校学則（福岡県教育委員会規則第 14 号）第 1 条の 2 第 2 項の規定に基づき，

中学校における教育との一貫性に配慮した教育を施す全日制課程の学科，コース及び系にあっ

ては，連携型選抜を行うものとする。 

８ 帰国生徒等については，別に定めるところにより，特例措置を講じるものとする。 

９ 学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）の規定により，文部科学大臣が学びの多

様化学校として指定する学校の学科又はコースの入学者の選抜については，別に定めるところ

により行うものとする。 

  

（（二二））  入入 学学 志志 願願 手手 続続 等等                      

１ 志願資格 

(1) 中学校（義務教育学校及び特別支援学校中学部を含む。）を卒業した者又は令和 9 年 3 月

卒業見込みの者 

(2)  中等教育学校の前期課程を修了した者又は令和 9 年 3月修了見込みの者 

(3)  就学義務猶予免除者等で中学校卒業程度認定試験に全科目合格した者 

(4)  外国において学校教育における 9 年の課程を修了した者又は令和 9 年 3 月修了見込みの

者 

(5)  青年学校本科第 1 学年以上を修了した者など，文部科学大臣の指定した者（昭和 23 年文

部省告示第 58 号） 

(6)  文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者又は令和 9年 3 月修了見込みの者 
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５ 志願書類 

(1) 中学校長を経て志願先高等学校長へ提出する書類 

ア 住民票の写し 

調査書（様式 5）の「Ａ 学籍の記録」欄の「居住証明」のない者及び過年度中学校卒業

者は，住民票の写し（本人，保護者及び世帯主との続柄が記載され，原則として 3 か月以

内に交付されたもの。なお，マイナンバーの記載がないもの。）を提出すること。 

イ 学区外高等学校入学志願申請書・身元引受書 

離島，へき地（へき地学校，準へき地学校及び特別の地域に所在する学校として「へき

地等学校の指定に関する規則」（昭和 46 年福岡県教育委員会規則第 10 号），「へき地等学校

の指定に関する規則」（平成 29 年福岡市教育委員会規則第 1 号）及び「北九州市へき地等学

校の指定に関する規則」（平成 29 年北九州市教育委員会規則第 11 号）において指定された

学校の学校区をいう。以下同じ。），その他身体障がいなどの特別の事情により，通学区域内

の高等学校に通学することが著しく困難な者及び転居等の理由により，学区外の高等学校

を志願する者（他県からの志願の場合を含む。以下同じ。）は，住民票の写しとともに，学

区外高等学校入学志願申請書（様式 2A）を提出すること。なお，離島，へき地の在住者が

学区外高等学校を志願する場合にあっては，上記の書類のほか，志願先高等学校学区内に居

住する身元引受人の書類（様式 2B）を提出すること。 

(2) 調査書 

中学校においては，各志願者の調査書（様式 5）の作成に当たって，校長を委員長とする

「調査書作成委員会」を設け，中学校生徒指導要録に準拠して厳正に作成し，４の(2)の手

続を行い，志願先高等学校長へ提出すること。 

６ 出願期間 

  令和 9年 2 月 10 日(水)から 2月 19 日(金)の正午までとする。 

７ 志願先高等学校での受付 

  高等学校長は，中学校長から WEB 出願システムにより提出された志願情報を精査確認の上，

受理すること。なお，高等学校長は，必要に応じ出願資格を確認できる書類等を求めることが

できるものとする。 

８ 志願先の変更 

(1) 志願情報受理後，志願先高等学校の変更を希望する者は，令和 9 年 2 月 22 日(月)から 2

月 26 日(金)の正午までの間に，１回に限り他校（同一校内の変更を含む。）へ志願先を変更

することができる。 

 (2) 志願先高等学校の変更を希望する者は，中学校長に申し出を行い，WEB 出願システムによ

り志願先変更入力の許可を受けること。加えて WEB 出願システムにより志願変更に必要な志

願情報を登録し，中学校長の承認を受けること。 

９ 受検票の発行 

  入学志願者は WEB 出願システムから受検票を印刷するものとする。 
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(7) その他，当該高等学校において中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された

者及び認定を受けようとする者。ただし，この認定に当たっては，志願先高等学校で適宜試

験を実施するものとする。 

２ 入学定員 

  各高等学校の入学定員は，「福岡県立高等学校学則」の規定するところによる。(67～72，74 

ページ参照) 

３ 志願高等学校 

 (1) 入学志願者は，「福岡県立高等学校の通学区域に関する規則」に規定するところにより，

本人及びその保護者の居住地の属する学区の 1 校に限り志願できるものとする。（別途，「居

住地が県外にある者の出願の特例」あり。4，5 ページ参照。） 

なお，居住地とは，生活の本拠である住所をいうものとする。 

(2) 入学志願者は，一般入学者選抜に限り，第 2 志望の高等学校（全日制課程の学科，コース

又は系に限る。）を志願することができるものとする。（（七）第 2 志望校制度。8，9 ページ参

照。） 

４ 入学志願手続 

(1) 入学志願者が行う手続 

ア 福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システム（以下「WEB 出願システム」という。）

に，志願先高等学校等の情報及び必要な志願書類（以下「志願情報」という。）を登録し，

在学又は出身中学校等（以下「中学校」という。）の承認を受けること。 

イ 入学選考料として全日制課程にあっては 2,100 円，定時制課程にあっては 850 円を WEB

出願システムにより納付すること。納付方法は，クレジットカード決済，コンビニ払い（現

金のみ），Pay-easy（ペイジー）から選択すること。なお，入学選考料は志願情報を中学校

長が承認した後に志願を辞退する場合，返金は行わないため注意すること。また，大規模

災害（令和 8 年熊本地震による災害，令和 8 年 6 月 24 日からの大雨に伴う災害，令和 7 年

8 月 6 日からの低気圧と前線による大雨に伴う災害，令和 6 年能登半島地震による災害，

令和 5 年 7月 7 日からの大雨による災害，令和 3 年 8 月 11 日の大雨による災害，令和 2 年

7 月豪雨災害，平成 30 年 7 月豪雨災害，平成 29 年 7 月九州北部豪雨災害，平成 28 年熊本

地震による災害及び東日本大震災をいう。以下同じ。）の被災者は，入学選考料が免除され

るので，必要な書類や手続について，志願先の高等学校に問い合わせること。おって，帰

国生徒等特別学力検査，推薦入学，特色化選抜，連携型選抜又は学びの多様化学校入学者

選抜において合格内定とならなかった者が一般入学者選抜を志願する場合にあっては，改

めて入学選考料を納付する必要はないこと。 

(2) 中学校長が行う手続 

中学校は WEB 出願システムにおいて，入学志願者が登録した志願情報及び入学選考料の納

付を確認の上，５の(2)に掲げる書類のほか，必要な書類を登録し，承認の手続を行うこと。 

（3）WEB 出願システムの操作に関する詳細は，「福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システ

ムマニュアル」等で別途示すものとする。 
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離島，へき地（へき地学校，準へき地学校及び特別の地域に所在する学校として「へき

地等学校の指定に関する規則」（昭和 46 年福岡県教育委員会規則第 10 号），「へき地等学校

の指定に関する規則」（平成 29 年福岡市教育委員会規則第 1 号）及び「北九州市へき地等学

校の指定に関する規則」（平成 29 年北九州市教育委員会規則第 11 号）において指定された

学校の学校区をいう。以下同じ。），その他身体障がいなどの特別の事情により，通学区域内

の高等学校に通学することが著しく困難な者及び転居等の理由により，学区外の高等学校

を志願する者（他県からの志願の場合を含む。以下同じ。）は，住民票の写しとともに，学

区外高等学校入学志願申請書（様式 2A）を提出すること。なお，離島，へき地の在住者が

学区外高等学校を志願する場合にあっては，上記の書類のほか，志願先高等学校学区内に居

住する身元引受人の書類（様式 2B）を提出すること。 

(2) 調査書 

中学校においては，各志願者の調査書（様式 5）の作成に当たって，校長を委員長とする

「調査書作成委員会」を設け，中学校生徒指導要録に準拠して厳正に作成し，４の(2)の手

続を行い，志願先高等学校長へ提出すること。 

６ 出願期間 

  令和 9年 2 月 10 日(水)から 2月 19 日(金)の正午までとする。 

７ 志願先高等学校での受付 

  高等学校長は，中学校長から WEB 出願システムにより提出された志願情報を精査確認の上，

受理すること。なお，高等学校長は，必要に応じ出願資格を確認できる書類等を求めることが

できるものとする。 

８ 志願先の変更 

(1) 志願情報受理後，志願先高等学校の変更を希望する者は，令和 9 年 2 月 22 日(月)から 2

月 26 日(金)の正午までの間に，１回に限り他校（同一校内の変更を含む。）へ志願先を変更

することができる。 

 (2) 志願先高等学校の変更を希望する者は，中学校長に申し出を行い，WEB 出願システムによ

り志願先変更入力の許可を受けること。加えて WEB 出願システムにより志願変更に必要な志

願情報を登録し，中学校長の承認を受けること。 

９ 受検票の発行 

  入学志願者は WEB 出願システムから受検票を印刷するものとする。 
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(7) その他，当該高等学校において中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された

者及び認定を受けようとする者。ただし，この認定に当たっては，志願先高等学校で適宜試

験を実施するものとする。 

２ 入学定員 

  各高等学校の入学定員は，「福岡県立高等学校学則」の規定するところによる。(67～72，74 

ページ参照) 

３ 志願高等学校 

 (1) 入学志願者は，「福岡県立高等学校の通学区域に関する規則」に規定するところにより，

本人及びその保護者の居住地の属する学区の 1 校に限り志願できるものとする。（別途，「居

住地が県外にある者の出願の特例」あり。4，5 ページ参照。） 

なお，居住地とは，生活の本拠である住所をいうものとする。 

(2) 入学志願者は，一般入学者選抜に限り，第 2 志望の高等学校（全日制課程の学科，コース

又は系に限る。）を志願することができるものとする。（（七）第 2 志望校制度。8，9 ページ参

照。） 

４ 入学志願手続 

(1) 入学志願者が行う手続 

ア 福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システム（以下「WEB 出願システム」という。）

に，志願先高等学校等の情報及び必要な志願書類（以下「志願情報」という。）を登録し，

在学又は出身中学校等（以下「中学校」という。）の承認を受けること。 

イ 入学選考料として全日制課程にあっては 2,100 円，定時制課程にあっては 850 円を WEB

出願システムにより納付すること。納付方法は，クレジットカード決済，コンビニ払い（現

金のみ），Pay-easy（ペイジー）から選択すること。なお，入学選考料は志願情報を中学校

長が承認した後に志願を辞退する場合，返金は行わないため注意すること。また，大規模

災害（令和 8 年熊本地震による災害，令和 8 年 6 月 24 日からの大雨に伴う災害，令和 7 年

8 月 6 日からの低気圧と前線による大雨に伴う災害，令和 6 年能登半島地震による災害，

令和 5 年 7月 7 日からの大雨による災害，令和 3 年 8 月 11 日の大雨による災害，令和 2 年

7 月豪雨災害，平成 30 年 7 月豪雨災害，平成 29 年 7 月九州北部豪雨災害，平成 28 年熊本

地震による災害及び東日本大震災をいう。以下同じ。）の被災者は，入学選考料が免除され

るので，必要な書類や手続について，志願先の高等学校に問い合わせること。おって，帰

国生徒等特別学力検査，推薦入学，特色化選抜，連携型選抜又は学びの多様化学校入学者

選抜において合格内定とならなかった者が一般入学者選抜を志願する場合にあっては，改

めて入学選考料を納付する必要はないこと。 

(2) 中学校長が行う手続 

中学校は WEB 出願システムにおいて，入学志願者が登録した志願情報及び入学選考料の納

付を確認の上，５の(2)に掲げる書類のほか，必要な書類を登録し，承認の手続を行うこと。 

（3）WEB 出願システムの操作に関する詳細は，「福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システ

ムマニュアル」等で別途示すものとする。 
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10 評定一覧表 

福岡県内の中学校においては，卒業予定者の全員について評定一覧表（様式 6）を作成し，次

の表により提出するものとする。なお，複数の選抜で志願がある場合であっても，１回のみ提

出すればよいこと。また，過年度中学校卒業者に係る評定一覧表の作成については，30 ページ

の「Ⅱ 過年度中学校卒業者に係る評定一覧表の取扱いについて」によるものとする。 

提提  出出  先先  「「氏氏名名」」欄欄のの記記入入  提提  出出  期期  日日  提提出出部部数数  

福岡県教育委員会

（高校教育課） 
卒業予定者全員の氏名を記入したもの 2 月 19 日（金）正午まで 1 部 

 おって，提出に当たっては，次の表の区分に応じた機関を経由して提出するものとする。 

 ※ WEB 出願システムによる提出ではないこと。 

区区              分分  経経    由由    機機    関関  

公立中学校 
政 令 市 の 中 学 校 市教育委員会 

上記以外の中学校 市町村（学校組合）教育委員会→教育庁教育事務所 

上記以外の学校 

直接，福岡県教育委員会（高校教育課）に提出 

〒812－8575 

福岡市博多区東公園７番７号 

11 通常の方法により受検することが困難な受検者への配慮事項 

身体の障がい，発達障がい又は疾病等のため，通常の方法により，受検することが困難と認

められる者については，障がい等の種類や程度，中学校における配慮事項等を勘案し，あらか

じめ特別受検室を設けるなど検査方法，検査場等について適切な措置（以下「特別措置」とい

う。）を講じるものとする。 

  中学校長は，特別措置を希望する志願者がいる場合，特別措置申請書（様式 7）を令和 8 年 12

月 4 日（金）までに志願予定の高等学校長へ提出すること。ただし，提出後に当該志願者が志

願予定校を変更する場合には，直ちにさきに申請書を提出した高等学校長に申し出ること。申

し出を受けた高等学校長は，志願変更先の高等学校長に当該申請書を速やかに送付すること。 

  なお，中学校長は，WEB 出願システムにより志願先高等学校長へ提出する当該志願者の志願情

報に，上記申請書を改めて登録すること。 

12 居住地が県外にある者の出願の特例 

  本人及びその保護者が次の表の左欄に掲げる県に居住する者は，同表の中欄に掲げる高等学

校の全ての学科，コース又は系を志願することができるものとする。ただし，各高等学校長が

入学を許可することができる人員の上限は同表の右欄のとおりとし，同一校同一課程の対象学

科，コース又は系間で調整できるものとする。また，８の(1)による志願先の変更締切時におけ

る志願者数が入学定員を充足していない場合，同表の右欄の人員を超えて入学を許可すること

ができるものとする。なお，志願手続等については，学区外の高等学校を志願する者として取

り扱うものとする。 
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13 その他 

志願情報提出の際，志願先高等学校長が認める場合においては，志望順位を付けて当該高等

学校の複数の学科，コース又は系に志願することができるものとする。 

 

 

  

県県  対対象象高高等等学学校校  人人    員員    県県  対対象象高高等等学学校校  人人    員員  

佐 

賀 

県 

門 司 学 園 高 等 学 校 

課程ごとの 

入学定員の 

20％以内 

 

熊 

本 

県 

門 司 学 園 高 等 学 校 

課程ごとの 

入学定員の 

10％以内 

戸 畑 工 業 高 等 学 校 戸 畑 工 業 高 等 学 校 

若 松 高 等 学 校 若 松 高 等 学 校 

若 松 商 業 高 等 学 校 若 松 商 業 高 等 学 校 

遠 賀 高 等 学 校  遠 賀 高 等 学 校 

玄 界 高 等 学 校  玄 界 高 等 学 校 

早 良 高 等 学 校  早 良 高 等 学 校 

玄 洋 高 等 学 校  玄 洋 高 等 学 校 

太 宰 府 高 等 学 校  三 井 高 等 学 校 

福 岡 農 業 高 等 学 校  久 留 米 筑 水 高 等 学 校 

三 井 高 等 学 校  三 潴 高 等 学 校 

久 留 米 筑 水 高 等 学 校  大 川 樟 風 高 等 学 校 

三 潴 高 等 学 校  山 門 高 等 学 校 

大 川 樟 風 高 等 学 校  三 池 高 等 学 校 

山 門 高 等 学 校  三 池 工 業 高 等 学 校 

三 池 高 等 学 校  ありあけ新世高等学校 

ありあけ新世高等学校  浮 羽 工 業 高 等 学 校 

浮 羽 工 業 高 等 学 校  浮 羽 究 真 館 高 等 学 校 

浮 羽 究 真 館 高 等 学 校  朝 倉 光 陽 高 等 学 校 

朝 倉 光 陽 高 等 学 校  田 川 高 等 学 校 

田 川 高 等 学 校 
 

稲 築 志 耕 館 高 等 学 校 

稲 築 志 耕 館 高 等 学 校 嘉 穂 総 合 高 等 学 校 

嘉 穂 総 合 高 等 学 校  直 方 高 等 学 校 

直 方 高 等 学 校  筑 豊 高 等 学 校 

筑 豊 高 等 学 校  鞍 手 竜 徳 高 等 学 校 

鞍 手 竜 徳 高 等 学 校     

   

県県  対対象象高高等等学学校校  人人    員員  

大 

分 

県 

青 豊 高 等 学 校 

課程ごとの 

入学定員の 

20％以内 

戸 畑 工 業 高 等 学 校 

若 松 商 業 高 等 学 校 

遠 賀 高 等 学 校 

久 留 米 筑 水 高 等 学 校 

ありあけ新世高等学校 

浮 羽 工 業 高 等 学 校 

浮 羽 究 真 館 高 等 学 校 

朝 倉 光 陽 高 等 学 校 

稲 築 志 耕 館 高 等 学 校 

嘉 穂 総 合 高 等 学 校 

筑 豊 高 等 学 校 

鞍 手 竜 徳 高 等 学 校 
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10 評定一覧表 

福岡県内の中学校においては，卒業予定者の全員について評定一覧表（様式 6）を作成し，次

の表により提出するものとする。なお，複数の選抜で志願がある場合であっても，１回のみ提

出すればよいこと。また，過年度中学校卒業者に係る評定一覧表の作成については，30 ページ

の「Ⅱ 過年度中学校卒業者に係る評定一覧表の取扱いについて」によるものとする。 

提提  出出  先先  「「氏氏名名」」欄欄のの記記入入  提提  出出  期期  日日  提提出出部部数数  

福岡県教育委員会

（高校教育課） 
卒業予定者全員の氏名を記入したもの 2 月 19 日（金）正午まで 1 部 

 おって，提出に当たっては，次の表の区分に応じた機関を経由して提出するものとする。 

 ※ WEB 出願システムによる提出ではないこと。 

区区              分分  経経    由由    機機    関関  

公立中学校 
政 令 市 の 中 学 校 市教育委員会 

上記以外の中学校 市町村（学校組合）教育委員会→教育庁教育事務所 

上記以外の学校 

直接，福岡県教育委員会（高校教育課）に提出 

〒812－8575 

福岡市博多区東公園７番７号 

11 通常の方法により受検することが困難な受検者への配慮事項 

身体の障がい，発達障がい又は疾病等のため，通常の方法により，受検することが困難と認

められる者については，障がい等の種類や程度，中学校における配慮事項等を勘案し，あらか

じめ特別受検室を設けるなど検査方法，検査場等について適切な措置（以下「特別措置」とい

う。）を講じるものとする。 

  中学校長は，特別措置を希望する志願者がいる場合，特別措置申請書（様式 7）を令和 8 年 12

月 4 日（金）までに志願予定の高等学校長へ提出すること。ただし，提出後に当該志願者が志

願予定校を変更する場合には，直ちにさきに申請書を提出した高等学校長に申し出ること。申

し出を受けた高等学校長は，志願変更先の高等学校長に当該申請書を速やかに送付すること。 

  なお，中学校長は，WEB 出願システムにより志願先高等学校長へ提出する当該志願者の志願情

報に，上記申請書を改めて登録すること。 

12 居住地が県外にある者の出願の特例 

  本人及びその保護者が次の表の左欄に掲げる県に居住する者は，同表の中欄に掲げる高等学

校の全ての学科，コース又は系を志願することができるものとする。ただし，各高等学校長が

入学を許可することができる人員の上限は同表の右欄のとおりとし，同一校同一課程の対象学

科，コース又は系間で調整できるものとする。また，８の(1)による志願先の変更締切時におけ

る志願者数が入学定員を充足していない場合，同表の右欄の人員を超えて入学を許可すること

ができるものとする。なお，志願手続等については，学区外の高等学校を志願する者として取

り扱うものとする。 
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（（三三））  学学    力力    検検    査査                      

１ 検査教科 

  国語，数学，社会，理科及び外国語（英語）について県下同一問題で行う。 

  なお，外国語（英語）については，（四）によりリスニングテストを行うものとする。 

  各教科の配点は 60 点とする。 

２ 検査期日・時間割等 

  令和 9年 3 月 9 日(火) 

検検  査査  時時  間間  割割  

教教      科科  入入室室とと注注意意  検検査査時時間間  休休      憩憩  

国     語  9：30～ 9：40  9：40～10：30 10：30～10：45 

数     学 10：45～10：50 10：50～11：40 11：40～11：55 

社     会 11：55～12：00 12：00～12：50 12：50～13：50 

理     科 13：50～13：55 13：55～14：45 14：45～15：00 

外国語（英語） 15：00～15：05 15：05～16：00  

  細部の諸注意については，検査場高等学校において示すものとする。 

  なお，学力検査当日，天災等により学力検査が所定の期日に実施できない場合又は不慮の事

故等本人の責めに帰することができない事由により学力検査を受検できないと認められる者に

ついては，令和 9 年 3 月 23 日(火)に追検査(１に準じて実施する学力検査)又は追選抜(面接及

び作文等)を実施する。 

 ※ 学力検査当日の体調不良者については，別室での受検が可能であること。 

３ 検査場等 

(1) 検査場 

検査は，志願先高等学校において行うものとする。 

(2) 特別検査場 

定時制課程又は職業に関する学科を志願する者のうち，住所が遠隔地などの理由で，(1) 

により受検することが困難な者は，志願先高等学校長の許可を受け，次の表に示すいずれか

の特別検査場で受検することができるものとする。特別検査場での受検を希望する入学志願

者は，WEB 出願システムにより特別検査場を選択し，志願先高等学校長へ志願情報を提出す

ること。なお，志願先高等学校長が当該志願情報を受理することで特別検査場での受検を許

可したものとする。 

特特  別別  検検  査査  場場  郵郵  便便  番番  号号  所所        在在        地地  

青 豊 高 等 学 校 828－0028  豊前市青豊 3－1 

小 倉 高 等 学 校 803－0828  北九州市小倉北区愛宕 2丁目 8－1 

福 岡 高 等 学 校 812－0043  福岡市博多区堅粕 1丁目 29－1 

明 善 高 等 学 校 830－0022  久留米市城南町 9－1 

八 女 高 等 学 校 833－0041  筑後市大字和泉 251 

朝 倉 高 等 学 校 838－0068  朝倉市甘木 876 

西 田 川 高 等 学 校 826－0023  田川市上本町 7－11 

嘉 穂 高 等 学 校 820－0021  飯塚市潤野 8－12 

(3) 採点 

採点は，志願先高等学校において行うものとする。 

４ 検査場責任者 

  各志願先高等学校長を検査場責任者とし，各特別検査場高等学校長を特別検査場責任者とす

る。 
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（（四四））  英英語語リリススニニンンググテテスストト                      

１ 実施方法 

  検査場ごとに録音音源により，校内放送設備を用いて一斉に行う。 

２ 実施時間割 

  外国語（英語）学力検査の時間割を次の表のとおりとする。 

外外国国語語（（英英語語））学学力力検検査査時時間間割割  

内内    容容  時時    間間  合合    図図  

第
５
時
限 

外
国
語(

英
語) 

入室と注意 
リスニングテスト問題及び
筆記テスト問題配布 

 
15：00 

 
15：05 

 
予鈴（学校のベル） 
 

リスニングテスト 
開始時刻 15：05 

学校のベル（そのあとすぐ放送を
流す。) 

終了時刻 
15：20 

放送（リスニングテスト終了後，
引き続き筆記テストを実施） 

筆記テスト 
開始時刻 

終了時刻 16：00 学校のベル 

  

（（五五））  定定時時制制課課程程ににおおけけるる特特例例措措置置  

１ 対象者及び内容 

  満 20 歳以上（令和 9 年 4 月 1 日現在）の志願者で，希望する者については，志願先高等学校

長は学力検査を行わず作文をもってこれに代えることができる。 

２ 申請手続 

  この特例措置の適用を受けようとする者は，志願情報提出の際，併せて定時制課程特例措置

適用申請書（様式 8）を志願先高等学校長に提出するものとする。 

  なお，本人が希望する場合は，中学校長を経由せず，直接志願先高等学校長に志願情報を提

出することができる。 

３ 入学志願手続及び志願書類 

  この特例措置の適用を受けようとする者は，志願情報に必要な志願書類として，定時制課程

特例措置適用申請書，住民票の写し（本人のみ）及び卒業証明書等（志願資格を確認できるも

の）を登録し，志願先高等学校長へ提出すること。併せて，（二）の４の（1）のイにより，入学

選考料を納付すること。また，以下のことに留意すること。 

(1) 調査書は必要ないこと。 

(2) 「志願資格を確認できるもの」については，卒業証書等で確認できればその写しで構わな 

いこと。 

(3) 志願情報を志願先高等学校へ提出した後に志願を辞退する場合，入学選考料の返金は行わ

ないため注意すること。 

４ 検査期日及び検査場 

  令和 9年 3 月 9 日(火)，志願先高等学校において行うものとする。 

５ その他 

検査時間割その他詳細については，志願先高等学校長の定めるところによるものとする。 

 

～ 
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（（三三））  学学    力力    検検    査査                      

１ 検査教科 

  国語，数学，社会，理科及び外国語（英語）について県下同一問題で行う。 

  なお，外国語（英語）については，（四）によりリスニングテストを行うものとする。 

  各教科の配点は 60 点とする。 

２ 検査期日・時間割等 

  令和 9年 3 月 9 日(火) 

検検  査査  時時  間間  割割  

教教      科科  入入室室とと注注意意  検検査査時時間間  休休      憩憩  

国     語  9：30～ 9：40  9：40～10：30 10：30～10：45 

数     学 10：45～10：50 10：50～11：40 11：40～11：55 

社     会 11：55～12：00 12：00～12：50 12：50～13：50 

理     科 13：50～13：55 13：55～14：45 14：45～15：00 

外国語（英語） 15：00～15：05 15：05～16：00  

  細部の諸注意については，検査場高等学校において示すものとする。 

  なお，学力検査当日，天災等により学力検査が所定の期日に実施できない場合又は不慮の事

故等本人の責めに帰することができない事由により学力検査を受検できないと認められる者に

ついては，令和 9 年 3 月 23 日(火)に追検査(１に準じて実施する学力検査)又は追選抜(面接及

び作文等)を実施する。 

 ※ 学力検査当日の体調不良者については，別室での受検が可能であること。 

３ 検査場等 

(1) 検査場 

検査は，志願先高等学校において行うものとする。 

(2) 特別検査場 

定時制課程又は職業に関する学科を志願する者のうち，住所が遠隔地などの理由で，(1) 

により受検することが困難な者は，志願先高等学校長の許可を受け，次の表に示すいずれか

の特別検査場で受検することができるものとする。特別検査場での受検を希望する入学志願

者は，WEB 出願システムにより特別検査場を選択し，志願先高等学校長へ志願情報を提出す

ること。なお，志願先高等学校長が当該志願情報を受理することで特別検査場での受検を許

可したものとする。 

特特  別別  検検  査査  場場  郵郵  便便  番番  号号  所所        在在        地地  

青 豊 高 等 学 校 828－0028  豊前市青豊 3－1 

小 倉 高 等 学 校 803－0828  北九州市小倉北区愛宕 2丁目 8－1 

福 岡 高 等 学 校 812－0043  福岡市博多区堅粕 1丁目 29－1 

明 善 高 等 学 校 830－0022  久留米市城南町 9－1 

八 女 高 等 学 校 833－0041  筑後市大字和泉 251 

朝 倉 高 等 学 校 838－0068  朝倉市甘木 876 

西 田 川 高 等 学 校 826－0023  田川市上本町 7－11 

嘉 穂 高 等 学 校 820－0021  飯塚市潤野 8－12 

(3) 採点 

採点は，志願先高等学校において行うものとする。 

４ 検査場責任者 

  各志願先高等学校長を検査場責任者とし，各特別検査場高等学校長を特別検査場責任者とす

る。 
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（（六六））  個個性性重重視視のの特特別別試試験験                      

１ 個性重視の特別試験の実施 

  個性重視の特別試験を実施する学校の学科，コースにあっては，当該学科，コースの志願者

全員（（七）第 2 志望校制度による志願者を除く。）について，実施するものとする。 

２ 実施校，学科，コース及び実施日等 

  個性重視の特別試験を実施する学校，学科，コース並びに実施日及び試験方法は，次の表の

とおりとする。 

実実  施施  校校  実実  施施  学学  科科  ・・  ココ  ーー  スス    実実施施日日  試試験験方方法法  

北 九 州 高 等 学 校 普通科体育コース 3 月 10 日 面接・実技 

若 松 高 等 学 校 定時制課程普通科 3 月 10 日 作 文 

八幡中央高等学校 普通科芸術コース 3 月 10 日 実 技 

太 宰 府 高 等 学 校 芸術科 3 月 10 日 実 技 

糸島農業高等学校 園芸技術科 動植物活用科 食品科学科 生活科学科 3 月 10 日 面 接 

三 潴 高 等 学 校 普通科スポーツ文化コース 3 月 10 日 面接・実技 

八女工業高等学校 
電子機械科 IT 自動車科 電気科 情報技術科  

工業化学科 土木科 
3 月 10 日 面 接 

鞍 手 高 等 学 校 定時制課程普通科 3 月 10 日 作 文 

直 方 高 等 学 校 普通科スポーツ科学コース 3 月 10 日 面接・実技 

※ 定時制課程においては，（一）の４により，この表に記載がなくとも面接を行うことがで

きることとなっているので留意すること。 

３ 実施場所 

  （三）の３の(1) に準じて実施するものとする。 

  ただし，一般学力検査の帰国生徒等特例措置の適用を受ける者及び特別検査場で受検する者

については，志願先高等学校長の指定する場所において実施するものとする。 

４ 評価 

  この試験では，当該学科，コースの特色にふさわしい受検者の能力・適性，興味・関心等の

多様な個性を評価するものとする。 

５ その他 

その他必要な事項については，実施高等学校長が定める。 

 

（（七七））  第第 22 志志 望望 校校 制制 度度  

１ 第 2 志望校への志願 

(1) 第 1 志望校（（二）の３の(1)により志願する福岡県立高等学校をいう。以下同じ。）とし

て全日制課程を志願する場合，第 2 志望として第１志望校と異なる福岡県立高等学校（全

日制課程に限る。）の学科，コース又は系のいずれか一つを志願できるものとする。 

(2) (1)により志願する高等学校（以下「第 2志望校」という。）については，本人及びその保

護者の居住地の属する学区外の高等学校への志願もできるものとする。 

(3) (二)の 12 の特例により出願する者の第 2志望校制度での志願については，当該特例によ

り志願できる学校の全日制課程の学科，コース又は系に限り可能とする。 
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２ 第 2 志望校出願資格 

  次の条件を全て満たす者とする。 

(1) 一般入学者選抜において，第 1 志望校の高等学校長へ志願情報を提出する者 

(2) 第 2 志望校に合格した場合，入学する意志が確実である者 

３ 出願手続 

(1) 第 2 志望校への志願は，WEB 出願システムにより第 1志望校の高等学校長へ提出する志願

情報に，第 2 志望校及び学科，コース又は系を登録することにより行うものとする。 

(2) 第 2 志望校が学区外の高等学校の場合であっても，学区外高等学校入学志願申請書（様式

2A）の提出は不要とする。 

４ 志願情報の確認 

  第 2 志望校の高等学校長は，第 1 志望校の高等学校長が志願情報を受理した後，自校を第 2

志望校として志願する者の志願情報（志願書類は除く。）の確認が可能となること。なお，受検

番号は第 1志望校において採番するものとし，第 2 志望校では，当該受検番号を使用する。 

５ 第 2 志望校の志願先の変更等 

(1) (二)の８の(1)により，第 2 志望校を 1 回に限り他校(第 2 志望校内の異なる学科，コース

又は系への変更を含む。)へ変更することができる。また，志願先の変更期間中に，新たに

第 2 志望校へ志願手続を行うことも可能とする。 

(2) 前項の志願先の変更又は新たな志願をしようとする者については，改めて志願情報を第 1

志望校の高等学校長へ提出すること。 

６ 学力検査等 

学力検査は（三）により，第 1 志望校及び特別検査場において実施することとし，第 2 志望

校での検査は要しない。 

 

（（八八））  選選  抜抜  のの  方方  法法                      

１ 調査書の「各教科の学習の記録」の第 3 学年における各教科の評定の数値の合計によって序

列を定めるとともに，学力検査の総点によって序列を定める。なお，序列を定めるに当たって

は，10 ページの「(1) 調査書における特定教科の加重」に示す学校の学科又はコースにおいて

は，調査書の「各教科の学習の記録」の第 3学年の評定について，「加重教科」欄に掲げる教科

の評定を 1.5 倍，「(2) 学力検査における特定教科の加重」に示す学校の学科又はコースにおい

ては，「加重教科」欄に掲げる教科の学力検査の得点を 1.5 倍するものとする。 

２ 調査書及び学力検査の序列がともに校長が定める一定数（入学定員以内）に入っている者を

Ａ群とし，その他の者をＢ群とする。 

３ Ａ群については，調査書その他の資料（定時制課程における面接の結果をいう。以下同じ。）

に特に支障がなければ，入学予定者とする。 

４ Ａ群の者のうち入学予定者とならなかった者及びＢ群の者については，調査書の「各教科の

学習の記録」の第 3 学年における各教科の評定の数値以外の記載事項を重視しながら，上記１

により定める調査書の序列，学力検査の序列及びその他の資料をも精査し，総合的に選考して，

上記３の入学予定者と併せて，合否を決定する。 

  その際，各高等学校において，その特色等に応じ，調査書の記載事項のうち特に重視する部

分を定め，選考するものとする。 

５ 過年度中学校卒業者については，調査書の内容が中学校卒業時のものに固定されていること
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（（六六））  個個性性重重視視のの特特別別試試験験                      

１ 個性重視の特別試験の実施 

  個性重視の特別試験を実施する学校の学科，コースにあっては，当該学科，コースの志願者

全員（（七）第 2 志望校制度による志願者を除く。）について，実施するものとする。 

２ 実施校，学科，コース及び実施日等 

  個性重視の特別試験を実施する学校，学科，コース並びに実施日及び試験方法は，次の表の

とおりとする。 

実実  施施  校校  実実  施施  学学  科科  ・・  ココ  ーー  スス    実実施施日日  試試験験方方法法  

北 九 州 高 等 学 校 普通科体育コース 3 月 10 日 面接・実技 

若 松 高 等 学 校 定時制課程普通科 3 月 10 日 作 文 

八幡中央高等学校 普通科芸術コース 3 月 10 日 実 技 

太 宰 府 高 等 学 校 芸術科 3 月 10 日 実 技 

糸島農業高等学校 園芸技術科 動植物活用科 食品科学科 生活科学科 3 月 10 日 面 接 

三 潴 高 等 学 校 普通科スポーツ文化コース 3 月 10 日 面接・実技 

八女工業高等学校 
電子機械科 IT 自動車科 電気科 情報技術科  

工業化学科 土木科 
3 月 10 日 面 接 

鞍 手 高 等 学 校 定時制課程普通科 3 月 10 日 作 文 

直 方 高 等 学 校 普通科スポーツ科学コース 3 月 10 日 面接・実技 

※ 定時制課程においては，（一）の４により，この表に記載がなくとも面接を行うことがで

きることとなっているので留意すること。 

３ 実施場所 

  （三）の３の(1) に準じて実施するものとする。 

  ただし，一般学力検査の帰国生徒等特例措置の適用を受ける者及び特別検査場で受検する者

については，志願先高等学校長の指定する場所において実施するものとする。 

４ 評価 

  この試験では，当該学科，コースの特色にふさわしい受検者の能力・適性，興味・関心等の

多様な個性を評価するものとする。 

５ その他 

その他必要な事項については，実施高等学校長が定める。 

 

（（七七））  第第 22 志志 望望 校校 制制 度度  

１ 第 2 志望校への志願 

(1) 第 1 志望校（（二）の３の(1)により志願する福岡県立高等学校をいう。以下同じ。）とし

て全日制課程を志願する場合，第 2 志望として第１志望校と異なる福岡県立高等学校（全

日制課程に限る。）の学科，コース又は系のいずれか一つを志願できるものとする。 

(2) (1)により志願する高等学校（以下「第 2志望校」という。）については，本人及びその保

護者の居住地の属する学区外の高等学校への志願もできるものとする。 

(3) (二)の 12 の特例により出願する者の第 2志望校制度での志願については，当該特例によ

り志願できる学校の全日制課程の学科，コース又は系に限り可能とする。 
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から，本人の不利にならないよう考慮するものとする。 

６ 調査書の「出欠の記録」については，修学上はなはだしい支障のない限り，等差をつける資

料としない。 

７ 「個性重視の特別試験」を実施する高等学校にあっては，上記４の総合的な選考に当たり，

その結果を活用するものとする。 

８ 「長期欠席者特例措置」の適用を受ける者については，（九）の５により合否を決定するもの

とする。 

９ （七）に示す第 2 志望校においては，（二）の３の(1)による志願者について，上記１から８

により合格者を決定し，当該合格者数（合格内定者を含む。）が入学定員に満たない場合に限り，

第 2 志望校制度による志願者を選抜対象とする。 

  第 2 志望校は，学力検査の結果及び調査書により，総合的に選考を行い，合否を決定するも

のとする。 

10 定時制課程における特例措置の適用を受ける者については，作文及びその他の資料を，総合

的に選考し，合否を決定するものとする。 

11 受検者の修学可能性を最大限見据え，定員内不合格が極力生じないよう選考を行うものとす

る。 
12 追検査又は追選抜の対象者は，第 2 志望校における選考は行わないものとする。 

 

((11))  調調査査書書ににおおけけるる特特定定教教科科のの加加重重 

学学  校校  名名  実実  施施  学学  科科・・ココーースス  加加  重重  教教  科科  

北 九 州 高 等 学 校 普通科体育コース 保健体育 

早 良 高 等 学 校 普通科スポーツコミュニケーションコース 保健体育 

三 井 高 等 学 校 普通科スポーツ健康コース 保健体育 

三 潴 高 等 学 校 普通科スポーツ文化コース 保健体育 

直 方 高 等 学 校 普通科スポーツ科学コース 保健体育 

((22))  学学力力検検査査ににおおけけるる特特定定教教科科のの加加重重 

学学  校校  名名  実実  施施  学学  科科・・ココーースス  加加  重重  教教  科科  

玄 界 高 等 学 校 普通科国際文化コース 外国語（英語） 

城 南 高 等 学 校 普通科理数コース 数学 理科 

香 住 丘 高 等 学 校 
普通科数理コミュニケーションコース 数学 理科 

英語科 外国語（英語） 

八 幡 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

新 宮 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

筑 紫 丘 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

明 善 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

嘉 穂 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

鞍 手 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

北 筑 高 等 学 校 英語科 外国語（英語） 

久 留 米 高 等 学 校 英語科 外国語（英語） 
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（（九九））長長 期期 欠欠 席席 者者 特特 例例 措措 置置  

１ 実施校及び実施学科・コース・系 

  一般入学者選抜において，全ての高等学校の学科，コース又は系で，希望する者に対し，特

例による選考を行うものとする。 

２ 対象者 

  次の条件を全て満たす者とする。 

 (1) 高等学校入学後，継続して登校する意志がある者 

 (2) 中学校第 3 学年における欠席日数が，12 月末日現在において 70 日以上である者（以下「長

期欠席者」という。）。ただし，教育支援センターでの学習等により出席扱いとなり，中学校

第 3 学年における欠席日数が 12 月末日現在において 70 日未満となっている者についても，

その学習状況が長期欠席者と同等であると認められる場合は，対象とする。（中学校を既に卒

業している者については，「中学校第 3 学年における欠席日数が，12 月末日現在において 70

日」を「中学校第 3 学年の欠席日数が 90 日」と読み替えるものとする。） 

３ 申請手続 

  中学校長は，特例措置の適用を受けようとする者について，長期欠席者特例措置適用申請書

（様式 10）を作成し，（二）の５の志願書類と併せて志願先高等学校長に提出するものとする。

また，この特例措置の適用を受けようとする者は，志願情報提出の際，併せて自己申告書（様

式 11）を志願先高等学校長へ提出するものとする。 

４ 面接 

  志願先高等学校長は，この特例措置の適用を受ける志願者に，（三）の学力検査に加え，面接

を行うものとする。面接の実施期日等については，志願先高等学校長が定める。 

ただし，定時制課程においては，志願先高等学校長が定めるところにより，面接を行わない

ことができる。 

５ 選抜方法の特例 

  この特例措置の適用を受ける者の選抜に当たっては，調査書の「各教科の学習の記録」の第

3 学年における各教科の評定を資料とせず，学力検査及び面接の結果，並びにその他の志願書類

により，総合的に選考し，合否を決定するものとする。 

６ その他 

(1) この特例措置の適用を受ける志願者が，（二）の８により志願先の変更をする場合，志願

者は改めて自己申告書を作成し，（二）の８の(2)の志願情報に登録すること。なお，中学校

長は，改めて作成した長期欠席者特例措置適用申請書を（二）の８の（2）の志願情報に登録

し，志願変更先の高等学校長へ提出するものとする。また，この場合，志願変更前の高等学

校長へ提出した長期欠席者特例措置適用申請書及び自己申告書は，志願変更先の高等学校長

へ提出する必要はないこと。 

(2) この特例措置の適用を受ける志願者が，（七）による第 2 志望校への志願を行う場合，第

2 志望校での選抜においては，この特例措置は適用されない。 

 (3) その他の詳細については，志願先高等学校長が定めるところによるものとする。 
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から，本人の不利にならないよう考慮するものとする。 

６ 調査書の「出欠の記録」については，修学上はなはだしい支障のない限り，等差をつける資

料としない。 

７ 「個性重視の特別試験」を実施する高等学校にあっては，上記４の総合的な選考に当たり，

その結果を活用するものとする。 

８ 「長期欠席者特例措置」の適用を受ける者については，（九）の５により合否を決定するもの

とする。 

９ （七）に示す第 2 志望校においては，（二）の３の(1)による志願者について，上記１から８

により合格者を決定し，当該合格者数（合格内定者を含む。）が入学定員に満たない場合に限り，

第 2 志望校制度による志願者を選抜対象とする。 

  第 2 志望校は，学力検査の結果及び調査書により，総合的に選考を行い，合否を決定するも

のとする。 

10 定時制課程における特例措置の適用を受ける者については，作文及びその他の資料を，総合

的に選考し，合否を決定するものとする。 

11 受検者の修学可能性を最大限見据え，定員内不合格が極力生じないよう選考を行うものとす

る。 
12 追検査又は追選抜の対象者は，第 2 志望校における選考は行わないものとする。 

 

((11))  調調査査書書ににおおけけるる特特定定教教科科のの加加重重 

学学  校校  名名  実実  施施  学学  科科・・ココーースス  加加  重重  教教  科科  

北 九 州 高 等 学 校 普通科体育コース 保健体育 

早 良 高 等 学 校 普通科スポーツコミュニケーションコース 保健体育 

三 井 高 等 学 校 普通科スポーツ健康コース 保健体育 

三 潴 高 等 学 校 普通科スポーツ文化コース 保健体育 

直 方 高 等 学 校 普通科スポーツ科学コース 保健体育 

((22))  学学力力検検査査ににおおけけるる特特定定教教科科のの加加重重 

学学  校校  名名  実実  施施  学学  科科・・ココーースス  加加  重重  教教  科科  

玄 界 高 等 学 校 普通科国際文化コース 外国語（英語） 

城 南 高 等 学 校 普通科理数コース 数学 理科 

香 住 丘 高 等 学 校 
普通科数理コミュニケーションコース 数学 理科 

英語科 外国語（英語） 

八 幡 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

新 宮 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

筑 紫 丘 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

明 善 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

嘉 穂 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

鞍 手 高 等 学 校 理数科 数学 理科 

北 筑 高 等 学 校 英語科 外国語（英語） 

久 留 米 高 等 学 校 英語科 外国語（英語） 
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エ その他        

   (ｱ) 住民票の写し 

     （二）の５の(1)のアによる。 

(ｲ) 学区外高等学校入学志願申請書・身元引受書 

  （二）の５の(1)のイによる。 

   (ｳ) 志願先高等学校長が特に必要と認める書類 

 (3) 出願期間 

令和 9 年 1月 20 日（水）から 1 月 28 日（木）の正午までとする。 

 (4) その他 

志願情報提出の際，志願先高等学校長が認める場合においては，志望順位を付けて当該高

等学校の複数の学科，コース又は系に志願することができるものとする。 

７ 面接，作文及び実技試験 

 (1) 志願者全員に面接を行うものとする。 

ア 面接期日   

令和 9 年 2月 2 日（火）及び 3 日（水）のうち，志願先高等学校長が指定する日 

イ 面接場所   

志願先高等学校又は当該高等学校長が指定する場所 

(2) 志願先高等学校長が定めるところにより，一部の学科，コース又は系にあっては，作文又

は実技試験を実施するものとする。（67～72 ページ参照） 

 ア 作文，実技試験の期日  

令和 9 年 2月 2 日（火）及び 3 日（水）のうち，志願先高等学校長が指定する日 

 イ 作文，実技試験の場所   

志願先高等学校又は当該高等学校長が指定する場所 

８ 選考 

  高等学校長は，中学校長から提出された書類及び面接等の結果を資料として，総合的に選考

して，合格者を内定するものとする。 

９ 選考結果の通知 

  令和 9 年 2 月 10 日（水）午前 9 時に，WEB 出願システムにおいて，志願先高等学校長から，

中学校長に選考（内定）結果を通知する。なお，志願者は，同日午後 4 時以降に WEB 出願シス

テムにて選考（内定）結果を確認することができる。 

10 合格発表 

  令和 9年 3 月 18 日（木）午前 9 時に，志願先高等学校及び WEB 出願システムにおいて，一般

入学者選抜の合格発表と同時に行う。 

11 その他 

  推薦入学者選抜で合格内定とならなかった者は，再度，一般入学者選抜に出願することがで

きる。この場合は，改めて一般入学者選抜の入学志願手続を行わなければならない。 
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（（十十））  合合    格格    発発    表表  

  令和 9年 3 月 18 日（木）午前 9 時に，志願先高等学校（第 2 志望校を合格となった者につい

ては，第 2志望校をいう。）及び WEB 出願システムで行うものとする。なお，第 2志望校を志願

している場合であっても，合格となり得るのは，第 1 志望校又は第 2 志望校のいずれか 1 校の

みとする。 

  また，追検査又は追選抜については，令和 9 年 3 月 29 日（月）午前 9 時に，志願先高等学校

及び WEB 出願システムで行うものとする。 

 

（（十十一一））  推推    薦薦    入入    学学                     

１ 実施校及び実施学科・コース・系 

  推薦入学者選抜を実施する学校及び学科，コース又は系については，67～72 ページ【令和 9

年度福岡県立高等学校入学定員等一覧表】のとおりとする。 

２ 募集人員 

  推薦入学の募集人員については，各高等学校において，その特色等に応じ校長が定めるもの

とする。（67～72 ページ参照） 

３ 出願資格 

  推薦入学を志願できる者は，次の条件を全て満たし，中学校長の推薦を受けた者とする。 

 (1) 志願する学科，コース又は系の学区内に居住又は居住予定（「居住地が県外にある者の出

願の特例」に該当する者を含む。）で，令和 9 年 3 月中学校卒業見込みの者（義務教育学校

又は特別支援学校中学部を卒業見込みの者及び中等教育学校の前期課程，外国の学校教育に

おける 9 年の課程又は文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定

した在外教育施設の当該課程を修了見込みの者を含む。） 

 (2) 志願する動機・理由が明白，適切であること。 

 (3) 志願する学科，コース又は系に対する適性及び興味・関心を有すること。 

 (4) 合格した場合，入学する意志が確実であると認められる者であること。 

 (5) 志願する学科，コース又は系の教育を受けるにふさわしい学業成績であること。 

 (6) その他志願先高等学校長が定める出願資格を満たす者であること。 

４ 出願の制限 

  出願は，1 校に限るものとする。特色化選抜（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等

学校が実施するものを含む。），連携型選抜，学びの多様化学校入学者選抜及び北九州市立高等

学校入学者選抜と併願することはできないものとする。 

５ 推薦適任者の選考 

  推薦に当たっては，中学校ごとに校長を委員長とする推薦委員会を設置して，厳正，公平に

選考し，適切な推薦を行うものとする。 

６ 入学志願手続 

 (1) 出願手続 

（二）の４による。ただし，志願書類は下記(2)とする。 

（2） 志願書類 

  ア 志願理由書（志願先高等学校長が定める様式） 

  イ 推薦書（志願先高等学校長が定める様式） 

  ウ 調査書（様式 5） 

12
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エ その他        

   (ｱ) 住民票の写し 

     （二）の５の(1)のアによる。 

(ｲ) 学区外高等学校入学志願申請書・身元引受書 

  （二）の５の(1)のイによる。 

   (ｳ) 志願先高等学校長が特に必要と認める書類 

 (3) 出願期間 

令和 9 年 1月 20 日（水）から 1 月 28 日（木）の正午までとする。 

 (4) その他 

志願情報提出の際，志願先高等学校長が認める場合においては，志望順位を付けて当該高

等学校の複数の学科，コース又は系に志願することができるものとする。 

７ 面接，作文及び実技試験 

 (1) 志願者全員に面接を行うものとする。 

ア 面接期日   

令和 9 年 2月 2 日（火）及び 3 日（水）のうち，志願先高等学校長が指定する日 

イ 面接場所   

志願先高等学校又は当該高等学校長が指定する場所 

(2) 志願先高等学校長が定めるところにより，一部の学科，コース又は系にあっては，作文又

は実技試験を実施するものとする。（67～72 ページ参照） 

 ア 作文，実技試験の期日  

令和 9 年 2月 2 日（火）及び 3 日（水）のうち，志願先高等学校長が指定する日 

 イ 作文，実技試験の場所   

志願先高等学校又は当該高等学校長が指定する場所 

８ 選考 

  高等学校長は，中学校長から提出された書類及び面接等の結果を資料として，総合的に選考

して，合格者を内定するものとする。 

９ 選考結果の通知 

  令和 9 年 2 月 10 日（水）午前 9 時に，WEB 出願システムにおいて，志願先高等学校長から，

中学校長に選考（内定）結果を通知する。なお，志願者は，同日午後 4 時以降に WEB 出願シス

テムにて選考（内定）結果を確認することができる。 

10 合格発表 

  令和 9年 3 月 18 日（木）午前 9 時に，志願先高等学校及び WEB 出願システムにおいて，一般

入学者選抜の合格発表と同時に行う。 

11 その他 

  推薦入学者選抜で合格内定とならなかった者は，再度，一般入学者選抜に出願することがで

きる。この場合は，改めて一般入学者選抜の入学志願手続を行わなければならない。 
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（（十十））  合合    格格    発発    表表  

  令和 9年 3 月 18 日（木）午前 9 時に，志願先高等学校（第 2 志望校を合格となった者につい

ては，第 2志望校をいう。）及び WEB 出願システムで行うものとする。なお，第 2志望校を志願

している場合であっても，合格となり得るのは，第 1 志望校又は第 2 志望校のいずれか 1 校の

みとする。 

  また，追検査又は追選抜については，令和 9 年 3 月 29 日（月）午前 9 時に，志願先高等学校

及び WEB 出願システムで行うものとする。 

 

（（十十一一））  推推    薦薦    入入    学学                     

１ 実施校及び実施学科・コース・系 

  推薦入学者選抜を実施する学校及び学科，コース又は系については，67～72 ページ【令和 9

年度福岡県立高等学校入学定員等一覧表】のとおりとする。 

２ 募集人員 

  推薦入学の募集人員については，各高等学校において，その特色等に応じ校長が定めるもの

とする。（67～72 ページ参照） 

３ 出願資格 

  推薦入学を志願できる者は，次の条件を全て満たし，中学校長の推薦を受けた者とする。 

 (1) 志願する学科，コース又は系の学区内に居住又は居住予定（「居住地が県外にある者の出

願の特例」に該当する者を含む。）で，令和 9 年 3 月中学校卒業見込みの者（義務教育学校

又は特別支援学校中学部を卒業見込みの者及び中等教育学校の前期課程，外国の学校教育に

おける 9 年の課程又は文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定

した在外教育施設の当該課程を修了見込みの者を含む。） 

 (2) 志願する動機・理由が明白，適切であること。 

 (3) 志願する学科，コース又は系に対する適性及び興味・関心を有すること。 

 (4) 合格した場合，入学する意志が確実であると認められる者であること。 

 (5) 志願する学科，コース又は系の教育を受けるにふさわしい学業成績であること。 

 (6) その他志願先高等学校長が定める出願資格を満たす者であること。 

４ 出願の制限 

  出願は，1 校に限るものとする。特色化選抜（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等

学校が実施するものを含む。），連携型選抜，学びの多様化学校入学者選抜及び北九州市立高等

学校入学者選抜と併願することはできないものとする。 

５ 推薦適任者の選考 

  推薦に当たっては，中学校ごとに校長を委員長とする推薦委員会を設置して，厳正，公平に

選考し，適切な推薦を行うものとする。 

６ 入学志願手続 

 (1) 出願手続 

（二）の４による。ただし，志願書類は下記(2)とする。 

（2） 志願書類 

  ア 志願理由書（志願先高等学校長が定める様式） 

  イ 推薦書（志願先高等学校長が定める様式） 

  ウ 調査書（様式 5） 

13
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（（十十二二））  特特  色色  化化  選選  抜抜 

１ 実施校及び実施学科・コース・系 

  特色化選抜を実施する学校及び学科，コース又は系については，67～72 ページ【令和 9 年度

福岡県立高等学校入学定員等一覧表】のとおりとする。 

２ 募集人員 

  特色化選抜の募集人員については，設定しない。ただし，入学定員に対する内定者上限人数

（目安）を各実施校において，その特色等に応じ校長が定めるものとする。（67～72 ページ参

照） 

３ 出願資格 

  特色化選抜を志願できる者は，次の条件を全て満たす者とする。 

 (1) 志願する学科，コース又は系の学区内に居住又は居住予定（「居住地が県外にある者の出

願の特例」に該当する者を含む。）で令和 9 年 3 月中学校卒業見込みの者又は既に卒業して

いる者（義務教育学校若しくは特別支援学校中学部を卒業見込みの者又は既に卒業している

者及び中等教育学校の前期課程，外国の学校教育における 9 年の課程若しくは文部科学大臣

が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了

見込みの者又は既に修了している者を含む。） 

(2)  志願する動機・理由が明白，適切であること。 

(3) 志願する学科，コース又は系に対する適性及び興味・関心を有すること。 

(4) 合格した場合，入学する意志が確実であると認められる者であること。 

４ 出願の制限 

  出願は，1 校に限るものとする。推薦入学（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学

校が実施するものを含む。），連携型選抜，学びの多様化学校入学者選抜及び北九州市立高等学

校入学者選抜と併願することはできないものとする。 

５ 入学志願手続 

 (1) 出願手続 

（二）の４による。ただし，志願書類は下記(2)とする。 

 (2) 志願書類 

  ア 志願理由書（志願先高等学校長が定める様式） 

  イ 調査書（様式 5） 

  ウ その他        

   (ｱ) 住民票の写し 

     （二）の５の(1)のアによる。 

(ｲ) 学区外高等学校入学志願申請書・身元引受書 

  （二）の５の(1)のイによる。 

   (ｳ) 志願先高等学校長が特に必要と認める書類 

 (3)  出願期間 

令和 9 年 1月 20 日（水）から 1 月 28 日（木）の正午までとする。  

(4) その他 

    志願情報提出の際，志願先高等学校長が認める場合においては，志望順位を付けて当該高

等学校の複数の学科，コース又は系に志願することができるものとする。 

14
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６ 面接，作文及び実技試験 

(1) 志願者全員に面接を行うものとする。 

ア 面接期日   

令和 9 年 2月 2 日（火）及び 3 日（水）のうち，志願先高等学校長が指定する日      

イ 面接場所 

志願先高等学校又は当該高等学校長が指定する場所 

(2) 志願先高等学校長が定めるところにより，一部の学科，コース又は系にあっては，作文又

は実技試験を実施するものとする。（67～72 ページ参照） 

ア 作文，実技試験の期日   

令和 9 年 2月 2 日（火）及び 3 日（水）のうち，志願先高等学校長が指定する日     

イ 作文，実技試験の場所 

志願先高等学校又は当該高等学校長が指定する場所 

７ 選考 

  高等学校長は，調査書及び面接の結果等を資料として選考し，合格者を内定するものとする。 

８ 選考結果の通知 

  令和 9 年 2 月 10 日（水）午前 9 時に，WEB 出願システムにおいて，志願先高等学校長から，

中学校長に選考（内定）結果を通知する。なお，志願者は，同日午後 4 時以降に WEB 出願シス

テムにて選考（内定）結果を確認することができる。 

９ 合格発表 

  令和 9年 3 月 18 日（木）午前 9 時に，志願先高等学校及び WEB 出願システムにおいて，一般

入学者選抜の合格発表と同時に行う。 

10 その他 

  特色化選抜で合格内定とならなかった者は，再度，一般入学者選抜に出願することができる。

この場合は，改めて一般入学者選抜の入学志願手続を行わなければならない。 

 

（（十十三三））  連連  携携  型型  選選  抜抜 

１ 実施校及び実施学科・コース 

  大川樟風高等学校普通科総合コース，普通科文理コース及び住環境システム科において，連

携型選抜を行うものとする。 

２ 募集人員 

  連携型選抜の募集人員については，設定しない。ただし，各学科・コースにおける入学定員

に対する内定者上限人数（目安）を下表のとおり設定する。 

学学科科・・ココーースス  入入学学定定員員  内内定定者者上上限限人人数数（（目目安安））  

普通科総合コース 

普通科文理コース 
80 人 24 人 

住環境システム科 40 人 12 人 

 

- 14 - 

（（十十二二））  特特  色色  化化  選選  抜抜 

１ 実施校及び実施学科・コース・系 

  特色化選抜を実施する学校及び学科，コース又は系については，67～72 ページ【令和 9 年度

福岡県立高等学校入学定員等一覧表】のとおりとする。 

２ 募集人員 

  特色化選抜の募集人員については，設定しない。ただし，入学定員に対する内定者上限人数

（目安）を各実施校において，その特色等に応じ校長が定めるものとする。（67～72 ページ参

照） 

３ 出願資格 

  特色化選抜を志願できる者は，次の条件を全て満たす者とする。 

 (1) 志願する学科，コース又は系の学区内に居住又は居住予定（「居住地が県外にある者の出

願の特例」に該当する者を含む。）で令和 9 年 3 月中学校卒業見込みの者又は既に卒業して

いる者（義務教育学校若しくは特別支援学校中学部を卒業見込みの者又は既に卒業している

者及び中等教育学校の前期課程，外国の学校教育における 9 年の課程若しくは文部科学大臣

が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了

見込みの者又は既に修了している者を含む。） 

(2)  志願する動機・理由が明白，適切であること。 

(3) 志願する学科，コース又は系に対する適性及び興味・関心を有すること。 

(4) 合格した場合，入学する意志が確実であると認められる者であること。 

４ 出願の制限 

  出願は，1 校に限るものとする。推薦入学（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学

校が実施するものを含む。），連携型選抜，学びの多様化学校入学者選抜及び北九州市立高等学

校入学者選抜と併願することはできないものとする。 

５ 入学志願手続 

 (1) 出願手続 

（二）の４による。ただし，志願書類は下記(2)とする。 

 (2) 志願書類 

  ア 志願理由書（志願先高等学校長が定める様式） 

  イ 調査書（様式 5） 

  ウ その他        

   (ｱ) 住民票の写し 

     （二）の５の(1)のアによる。 

(ｲ) 学区外高等学校入学志願申請書・身元引受書 

  （二）の５の(1)のイによる。 

   (ｳ) 志願先高等学校長が特に必要と認める書類 

 (3)  出願期間 

令和 9 年 1月 20 日（水）から 1 月 28 日（木）の正午までとする。  

(4) その他 

    志願情報提出の際，志願先高等学校長が認める場合においては，志望順位を付けて当該高

等学校の複数の学科，コース又は系に志願することができるものとする。 
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３ 出願資格 

  連携型選抜を志願できる者は，次の条件を全て満たす者とする。 

 (1) 連携型中高一貫教育を実施する大川市立大川桐英中学校又は大川市立大川桐薫中学校を

令和 9 年 3月卒業見込みの者で，在籍中学校長の推薦を受けた者 

  (2) 志願する動機・理由が明白，適切であること。 

(3) 合格した場合，入学する意志が確実であると認められる者であること。 

(4) その他志願先高等学校長が定める出願資格を満たす者であること。 

４ 出願の制限 

  推薦入学（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学校が実施するものを含む。），特

色化選抜（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学校が実施するものを含む。），学び

の多様化学校入学者選抜及び北九州市立高等学校入学者選抜と併願することはできないものと

する。 

５ 入学志願手続 

 (1) 出願手続 

（二）の４による。ただし，志願書類は下記(2)とする。 

(2) 志願書類 

  ア 志願理由書（志願先高等学校長が定める様式） 

  イ 推薦書（志願先高等学校長が定める様式） 

  ウ 志願先高等学校長が特に必要と認める書類 

 (3) 出願期間 

令和 9 年 1月 20 日（水）から 1 月 28 日（木）の正午までとする。  

６ 面接 

  志願者全員に面接を行うものとする。 

(1) 面接期日   

令和 9 年 2月 2 日（火）及び 3 日（水）のうち，志願先高等学校長が指定する日   

(2) 面接場所 

志願先高等学校又は当該高等学校長が指定する場所 

７ 選考 

  高等学校長は，面接の結果等を資料として選考し，合格者を内定するものとする。 

８ 選考結果の通知 

  令和 9 年 2 月 10 日（水）午前 9 時に，WEB 出願システムにおいて，志願先高等学校長から，

中学校長に選考（内定）結果を通知する。なお，志願者は，同日午後 4 時以降に WEB 出願シス

テムにて選考（内定）結果を確認することができる。 

９ 合格発表 

  令和 9年 3 月 18 日（木）午前 9 時に，志願先高等学校及び WEB 出願システムにおいて，一般

入学者選抜の合格発表と同時に行う。 

 

 

 

 

16



- 17 - 

（（十十四四））  補補 充充 募募 集集                      

１ 全日制課程 

(1) 実施校 

ア 合格発表時に，合格者の人数が 10 人以上入学定員を下回る学科（普通，普通科以外の

普通教育を主とする，総合，農業，工業，商業，水産，家庭，情報，福祉，理数，外国語，

芸術）においては，補充募集を行うものとする。 

  イ 実施校については，令和 9 年 3 月 18 日（木）に福岡県教育委員会のホームページにおい

て公表するものとする。 

  ウ 補充募集においては，本人及びその保護者の居住地の属する学区外の補充募集実施校に

出願できるものとする。ただし，「居住地が県外にある者の出願の特例」に該当する者につ

いては，対象高等学校において補充募集を実施する場合に出願できるものとする。 

(2) 出願資格 

  ア 令和9年度の福岡県立高等学校入学者選抜の学力検査において，定められた検査教科を

受検して不合格となった者。ただし，同一校の同一課程における同一学科，同一コース又

は同一系（（二）の13 による志望学科，コース又は系及び（七）の第２志望校制度によ

る志望学科，コース又は系を含む。）の再受検は認めない。 

  イ 学力検査の期日及び内容が福岡県立高等学校入学者選抜と同一の県内公立高等学校の入

学者選抜で不合格となった者 

(3) 入学志願手続 

  ア 出願手続 
    （二）の４による。ただし，志願書類は下記イとする。 

イ 志願書類 

   (ｱ) 学区外高等学校入学志願申請書・身元引受書 

※ 学区外高等学校入学志願申請書は県外から県内へ転居予定である者のみ提出す

ること。なお，住民票の写しも併せて提出すること。 

(ｲ) 住民票の写し 

   （二）の５の(1)のアによる。 

(ｳ) 調査書（様式5） 

  ウ 出願期間 

    令和 9 年 3 月 19 日（金）から 3 月 24 日（水）の正午までとする。 

エ その他 

    志願情報提出の際，志願先高等学校長が認める場合においては，志望順位を付けて当該

高等学校の複数の学科，コース又は系（上記(2)のアにより再受検を認められない学科，コ

ース，系を除く。）を志願することができるものとする。 

 (4) 面接及び作文 

  ア 志願者全員に面接を行うものとする。また，必要に応じてさらに作文を行うことができ

るものとする。 

イ 面接及び作文期日  

令和 9 年 3月 25 日（木） 
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３ 出願資格 

  連携型選抜を志願できる者は，次の条件を全て満たす者とする。 

 (1) 連携型中高一貫教育を実施する大川市立大川桐英中学校又は大川市立大川桐薫中学校を

令和 9 年 3月卒業見込みの者で，在籍中学校長の推薦を受けた者 

  (2) 志願する動機・理由が明白，適切であること。 

(3) 合格した場合，入学する意志が確実であると認められる者であること。 

(4) その他志願先高等学校長が定める出願資格を満たす者であること。 

４ 出願の制限 

  推薦入学（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学校が実施するものを含む。），特

色化選抜（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学校が実施するものを含む。），学び

の多様化学校入学者選抜及び北九州市立高等学校入学者選抜と併願することはできないものと

する。 

５ 入学志願手続 

 (1) 出願手続 

（二）の４による。ただし，志願書類は下記(2)とする。 

(2) 志願書類 

  ア 志願理由書（志願先高等学校長が定める様式） 

  イ 推薦書（志願先高等学校長が定める様式） 

  ウ 志願先高等学校長が特に必要と認める書類 

 (3) 出願期間 

令和 9 年 1月 20 日（水）から 1 月 28 日（木）の正午までとする。  

６ 面接 

  志願者全員に面接を行うものとする。 

(1) 面接期日   

令和 9 年 2月 2 日（火）及び 3 日（水）のうち，志願先高等学校長が指定する日   

(2) 面接場所 

志願先高等学校又は当該高等学校長が指定する場所 

７ 選考 

  高等学校長は，面接の結果等を資料として選考し，合格者を内定するものとする。 

８ 選考結果の通知 

  令和 9 年 2 月 10 日（水）午前 9 時に，WEB 出願システムにおいて，志願先高等学校長から，

中学校長に選考（内定）結果を通知する。なお，志願者は，同日午後 4 時以降に WEB 出願シス

テムにて選考（内定）結果を確認することができる。 

９ 合格発表 

  令和 9年 3 月 18 日（木）午前 9 時に，志願先高等学校及び WEB 出願システムにおいて，一般

入学者選抜の合格発表と同時に行う。 
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(5) 選抜の方法 

    学力検査，面接及び作文の結果並びに調査書を総合して選抜するものとする。なお，学力

検査については，初回受検校での結果を利用するものとする。 

(6) 合格発表 

    令和 9 年 3 月 29 日（月）午前 9 時に，志願先高等学校及び WEB 出願システムにおいて行

うものとする。 

２ 定時制課程（単位制を除く。） 

(1) 実施校 

ア 合格発表時に，合格者の人数が入学定員に満たない学校においては，補充募集を行うも

のとする。 

  イ 実施校については，令和 9 年 3 月 18 日（木）に福岡県教育委員会のホームページにおい

て公表するものとする。 

(2) 出願資格 

   （二）の１によるものとする。 

(3) 学力検査 

ア 国語，数学，社会，理科及び外国語（英語）について，実施校の作成する問題で行う。 

  イ 学力検査期日 
    令和 9 年 3 月 25 日（木） 
 (4) 入学志願手続 

    （二）の４による。ただし，志願書類は上記１の(3)のイとする。なお，高等学校長は，必

要に応じ出願資格を確認できる書類等を求めることができるものとする。 
(5) 出願期間 

令和 9 年 3月 19 日（金）から 3 月 24 日（水）の正午までとする。 

 (6) 合格発表 

令和 9 年 3 月 29 日（月）午前 9 時に，志願先高等学校及び WEB 出願システムにおいて行

うものとする。 

 (7) 定時制課程における特例措置その他詳細については，補充募集を行う高等学校長の定める

ところによるものとする。 

 

（（十十五五））  そそ         のの         他他                      

１ この要項に定めるもののほか詳細については，各高等学校長に通知するものとする。 

２ 学力検査の教科別得点及び総合得点については，志願先高等学校において合格発表の日（全

日制課程又は定時制課程（単位制）において 1 校でも補充募集が行われる場合は，当該補充募

集の合格発表の日）の翌日から 1か月間提供できるものとする。 

３ 不正の事実が判明したときは，合格又は入学許可の取消し等の措置を講ずることがある。 

４ （三）の２による追検査又は追選抜の受検を希望する者は，令和 9 年 3 月 9 日（火）の正午

までに中学校長を通じて志願先高等学校長にその旨申し出るものとする。 

 

18



受受
  

  
検検

  
  
票票

  
 

 
（

様
式

1
Ａ

）
 

 

受
付

年
月

日
 

受
付

番
号

 
受

付
者

 
学
科

(コ
ー
ス

)･
系

 
 

 
 

 
※

受
検

番
号

 
第

 
 

 
 

 
 

 
 

号
 

ふ
り

が
な

 
 

入入
  

  
学学

  
  

願願
  

  
書書

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和

9
年

 
 

月
 

 
日

 
 

 
福

岡
県

立
 

 
 

高
等

学
校

長
 
殿

 
    

 
貴

校
 

 
 

 
課

程
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
入

学
を

志
願

し
ま

す
。

 
 

 
氏

 
 

名
 

 

生
年

月
日

 
  

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 
日

生
 

 
出

 
 

身
 

学
校

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

校
 

        
 
福

岡
県

立
 

 
 

高
等

学
校

長
 

  

区
 

分
 

本
 

 
 

 
人

 
保

 
 

護
 

 
者

 
ふ

り
が

な
 

 
 

氏
 

名
 

（
自

署
）

 
 

 

生
年

月
日

 
 

 
 

 
 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
生

 
 
 

 

現
 

住
 

所
 

 
 

 
 

 
 
 

 

出
身

学
校

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 学
校

 
 

本
人

と

の
関

係
 

 
※

 
特

別
検

査
場

 
福

岡
県

立
 

 
 

 
 

高
等

学
校

 
特

別
検

査
場

 
福

岡
県

立
 

 
 

 
 

 
 

 
高

等
学

校
 

第
2
志

望
校

 
福

岡
県

立
 

 
 

 
 

高
等

学
校

 
全

日
制

課
程

 
 

  
 

  
 

科
 

（
  

  
  

コ
ー

ス
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
系

 

第
2
志

望
校

 

 
福

岡
県

立
 

 
 

 
 

  
  

 
高

等
学

校
 

 
全

日
制

課
程

 
 

 
  

  
  

  
  

 
 
科

（
 

  
  

  
  

 
 コ

ー
ス

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

系
 

備
 

考
 

 

 （
注

）
１

 
※

印
欄

は
高

等
学

校
で

記
入

す
る

。
 

 
 

 
２

 
こ

の
受

検
票

の
交

付
を

も
っ

て
，

領
収

証
紙

納
 

 
 

 
 

付
書

（
入

学
選

考
料

）
の

受
付

証
交

付
に

代
え

る
。

 

（
注

）
１

 
要

項
（

三
）

の
３

の
(
2
)
に

よ
り

，
特

別
検

査
場

で
受

検
す

る
こ

と
を

希
望

す
る

者
は

，
特

別
検

査
場

欄
に

希
望

す
る

特
別

検
査

 
 

 
 

 
場

校
名

を
記

入
す

る
こ

と
。

 
２

 
本

人
と

の
関

係
欄

に
は

，
例

え
ば

父
，

母
，

叔
父

等
と

記
入

す
る

こ
と

。
 

３
 

第
2
志

望
校

欄
は

，
合

格
し

た
場

合
に

入
学

の
意

志
が

確
実

な
場

合
の

み
，
第

2
志

望
校

と
し

て
志

願
す

る
高

等
学

校
（

学
科
・

コ
ー

ス
・

系
）

を
記

入
す

る
こ

と
。

 
４

 
福

岡
県

公
立

高
等

学
校

入
学

者
選

抜
W
E
B

出
願

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
入

学
志

願
手

続
を

行
う

志
願

者
に

つ
い

て
は

，
本

様
式

の
作

成
及

び
提

出
は

不
要

で
あ

る
こ

と
。

 

昭
和

 
平

成
 

 

 
 

 
 

 
 

科
 

（
 

 
 

コ
ー

ス
）

 
 

 
 

 
 

 
系

 

志
願

先
高

等
 

学
校

長
公

印
 

昭
和

 
平

成
 

（ 切  取  り ）  

- 19 - - 18 - 

(5) 選抜の方法 
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 (7) 定時制課程における特例措置その他詳細については，補充募集を行う高等学校長の定める

ところによるものとする。 

 

（（十十五五））  そそ         のの         他他                      

１ この要項に定めるもののほか詳細については，各高等学校長に通知するものとする。 

２ 学力検査の教科別得点及び総合得点については，志願先高等学校において合格発表の日（全

日制課程又は定時制課程（単位制）において 1 校でも補充募集が行われる場合は，当該補充募

集の合格発表の日）の翌日から 1か月間提供できるものとする。 

３ 不正の事実が判明したときは，合格又は入学許可の取消し等の措置を講ずることがある。 

４ （三）の２による追検査又は追選抜の受検を希望する者は，令和 9 年 3 月 9 日（火）の正午

までに中学校長を通じて志願先高等学校長にその旨申し出るものとする。 
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理由を記入し，なければ備考欄に斜線を引く。 

ウ 欠席日数が30日以上の場合は欠席の主な理由を記入する。 

 

 Ｆ 健康の記録 

修学上留意すべき疾病がある場合，修学上配慮すべき事項がある場合，又は，健康に関する

指導について特に必要がある場合は，当該事項について備考欄に記入し，それ以外の場合は，特

記事項なしに☑する。 

   

 Ｇ 特別活動の記録 

特別活動の記録については，指導要録の記入要領に準じて，十分満足できる状況にあると判断

される場合には，○印を記入する。 

 

 Ｈ 総合所見 

   総合所見については，以下の事項等を総合的に記入する。 

  (1) 各教科や総合的な学習の時間の学習に関する所見 

    なお，音楽，美術，保健体育，技術・家庭の各必修教科に関して，それぞれの学習成果が十

分選抜の資料として生かされるよう，指導要録の学習の記録の観点等を参考として，特記すべ

き事項を記入すること。 

  (2) 特別活動における生徒の活動に関する主な事実及び所見 

  (3) 学習に対する努力や学習態度等の日常の学習状況 

  (4) 進路に対する意識 

  (5) 学校内外におけるスポーツ活動・文化活動・社会活動・ボランティア活動等 

  (6) 趣味・特技 

  (7) その他進学上参考となる事項等 

 

 その他 

 (1) 記載担当者職・氏名欄は当該志願者の調査書を記載した者の職・氏名を記入する。 

  (2) 証明年月日，所在地，学校名を記入し，公印を押印する。なお，福岡県公立高等学校入学

者選抜WEB出願システムによる入学志願手続の場合は，公印を省略することができること。 

(3) 義務教育学校にあっては，様式中の１年，２年，３年をそれぞれ，７年，８年，９年と読 

み替えて記入する。 

  (4) ※印の欄は，志願先高等学校で記入する。 

 
 

Ⅱ 調査書の記入不備等の場合について 
 

 調査書は，入学者選抜のために必要かつ重要な資料であるので，志願先高等学校長が不備であると

判断したものについては，受理することができない。 
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Ⅰ 調査書の記入について 
 
 Ａ 学籍の記録 

(1) 志願者欄は，志願者の氏名，ふりがな，性別，生年月日，卒業等，現住所を記入する。 

(2) 教育的配慮が必要な外国籍等の生徒の記入方法については，ふりがな，氏名ともに本名を記

入し，上段に括弧書きで通称を記入する。 

ふりがな 
（つうしょう） 

ほんみょう 

氏  名 
（通   称） 

本   名 

 

  (3) 卒業等欄は，卒業見込み又は卒業の該当するものを○で囲み，その年月日を記入する。 

  (4) 「居住証明」については，該当する者について☑する。 

    ※ 区域外就学者，学区外からの志願者及び過年度中学校卒業者は☑せず，住民票の写し

（本人，保護者及び世帯主との続柄が記載され，原則として 3 か月以内に交付されたもの。

なお，マイナンバーの記載がないもの。）をWEB出願システムに登録すること。 
 

 Ｂ 各教科の学習の記録 

 (1) 評定欄は，第1学年及び第2学年分については，中学校生徒指導要録（以下「指導要録」と

いう。）から転記する。第3学年分については，指導要録の記入要領に準じて，「十分満足でき

るもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるものを５，「十分満足できる」状況と判断

されるものを４，「おおむね満足できる」状況と判断されるものを３，「努力を要する」状況

と判断されるものを２，「一層努力を要する」状況と判断されるものを１として記入する。 

  (2) 観点別学習状況欄は，指導要録の記入要領に準じて観点ごとに「十分満足できる」状況と判

断されるものをＡ，「おおむね満足できる」状況と判断されるものをＢ，「努力を要する」状

況と判断されるものをＣとして記入する。 

 

 Ｃ 総合的な学習の時間の記録 

総合的な学習の時間の記録については，指導要録の記入要領に準じて，この時間に行った学習

活動及び指導の目標や内容に基づいて定めた評価の観点を踏まえて特記すべき事項を記入する。 

 

 Ｄ 行動の記録 

第3学年の行動の記録について，指導要録の記入要領に準じて項目ごとにその趣旨に照らして

十分満足できる状況にあると判断される場合には，○印を記入する。 

 

 Ｅ 出欠の記録 

(1) 欠席日数欄は，学年ごとの欠席日数を記入する。ただし，第 3学年に在学中の者は，令和 8

年12月末日現在で記入する。 

(2) 欠席日数欄は，欠席がない場合は 0
ゼロ

と記入する。 

(3) 備考欄の記入は次のとおりとする。 

ア 欠席日数が0日から6日までの場合は空欄とする。 

イ 欠席日数が 7 日から 29 日までの場合はその中に連続 7 日以上のものがあれば欠席の主な

26
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理由を記入し，なければ備考欄に斜線を引く。 

ウ 欠席日数が30日以上の場合は欠席の主な理由を記入する。 

 

 Ｆ 健康の記録 

修学上留意すべき疾病がある場合，修学上配慮すべき事項がある場合，又は，健康に関する

指導について特に必要がある場合は，当該事項について備考欄に記入し，それ以外の場合は，特

記事項なしに☑する。 

   

 Ｇ 特別活動の記録 

特別活動の記録については，指導要録の記入要領に準じて，十分満足できる状況にあると判断

される場合には，○印を記入する。 
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    なお，音楽，美術，保健体育，技術・家庭の各必修教科に関して，それぞれの学習成果が十

分選抜の資料として生かされるよう，指導要録の学習の記録の観点等を参考として，特記すべ

き事項を記入すること。 

  (2) 特別活動における生徒の活動に関する主な事実及び所見 

  (3) 学習に対する努力や学習態度等の日常の学習状況 

  (4) 進路に対する意識 

  (5) 学校内外におけるスポーツ活動・文化活動・社会活動・ボランティア活動等 

  (6) 趣味・特技 

  (7) その他進学上参考となる事項等 

 

 その他 

 (1) 記載担当者職・氏名欄は当該志願者の調査書を記載した者の職・氏名を記入する。 

  (2) 証明年月日，所在地，学校名を記入し，公印を押印する。なお，福岡県公立高等学校入学

者選抜WEB出願システムによる入学志願手続の場合は，公印を省略することができること。 

(3) 義務教育学校にあっては，様式中の１年，２年，３年をそれぞれ，７年，８年，９年と読 

み替えて記入する。 

  (4) ※印の欄は，志願先高等学校で記入する。 

 
 

Ⅱ 調査書の記入不備等の場合について 
 

 調査書は，入学者選抜のために必要かつ重要な資料であるので，志願先高等学校長が不備であると

判断したものについては，受理することができない。 
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Ⅰ 調査書の記入について 
 
 Ａ 学籍の記録 

(1) 志願者欄は，志願者の氏名，ふりがな，性別，生年月日，卒業等，現住所を記入する。 

(2) 教育的配慮が必要な外国籍等の生徒の記入方法については，ふりがな，氏名ともに本名を記

入し，上段に括弧書きで通称を記入する。 

ふりがな 
（つうしょう） 

ほんみょう 

氏  名 
（通   称） 

本   名 

 

  (3) 卒業等欄は，卒業見込み又は卒業の該当するものを○で囲み，その年月日を記入する。 

  (4) 「居住証明」については，該当する者について☑する。 

    ※ 区域外就学者，学区外からの志願者及び過年度中学校卒業者は☑せず，住民票の写し

（本人，保護者及び世帯主との続柄が記載され，原則として 3 か月以内に交付されたもの。

なお，マイナンバーの記載がないもの。）をWEB出願システムに登録すること。 
 

 Ｂ 各教科の学習の記録 

 (1) 評定欄は，第1学年及び第2学年分については，中学校生徒指導要録（以下「指導要録」と

いう。）から転記する。第3学年分については，指導要録の記入要領に準じて，「十分満足でき

るもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるものを５，「十分満足できる」状況と判断

されるものを４，「おおむね満足できる」状況と判断されるものを３，「努力を要する」状況

と判断されるものを２，「一層努力を要する」状況と判断されるものを１として記入する。 

  (2) 観点別学習状況欄は，指導要録の記入要領に準じて観点ごとに「十分満足できる」状況と判

断されるものをＡ，「おおむね満足できる」状況と判断されるものをＢ，「努力を要する」状

況と判断されるものをＣとして記入する。 

 

 Ｃ 総合的な学習の時間の記録 

総合的な学習の時間の記録については，指導要録の記入要領に準じて，この時間に行った学習

活動及び指導の目標や内容に基づいて定めた評価の観点を踏まえて特記すべき事項を記入する。 

 

 Ｄ 行動の記録 

第3学年の行動の記録について，指導要録の記入要領に準じて項目ごとにその趣旨に照らして

十分満足できる状況にあると判断される場合には，○印を記入する。 

 

 Ｅ 出欠の記録 

(1) 欠席日数欄は，学年ごとの欠席日数を記入する。ただし，第 3学年に在学中の者は，令和 8

年12月末日現在で記入する。 

(2) 欠席日数欄は，欠席がない場合は 0
ゼロ

と記入する。 

(3) 備考欄の記入は次のとおりとする。 

ア 欠席日数が0日から6日までの場合は空欄とする。 

イ 欠席日数が 7 日から 29 日までの場合はその中に連続 7 日以上のものがあれば欠席の主な
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Ⅲ 過年度中学校卒業者に係る調査書の記入上の留意点について 
 
過年度中学校卒業者の調査書の記入に当たっては，以下の点に留意すること。 

 
１ 「令和3年3月以前の卒業者に係る調査書」について 

  「Ｂ 各教科の学習の記録」欄から「Ｈ 総合所見」欄までは空欄になること。 

 
２ 「Ｂ 各教科の学習の記録」の「評定（第3学年）」欄について 

(1) 令和6年3月から令和8年3月の卒業者については，卒業見込みで作成した評定一覧表の評定値

を転記すること。 

(2) 令和4年3月から令和5年3月の卒業者については，卒業見込みで作成した評定一覧表又は学級

評定一覧表の評定値を転記すること。 

※ 評定一覧表の作成については，30ページの「Ⅱ 過年度中学校卒業者に係る評定一覧表の取扱

いについて」に留意すること。 

 

３ 「Ａ 学籍の記録」欄の「居住証明」欄について 

過年度中学校卒業者については，証明はできないこと（この欄は，空欄とすること。）。 

なお，この場合，住民票の写し（本人，保護者及び世帯主との続柄が記載され，原則として3か

月以内に交付されたもの。なお，マイナンバーの記載がないもの。）を WEB 出願システムに登録す

ること。 
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Ⅲ 過年度中学校卒業者に係る調査書の記入上の留意点について 
 
過年度中学校卒業者の調査書の記入に当たっては，以下の点に留意すること。 

 
１ 「令和3年3月以前の卒業者に係る調査書」について 

  「Ｂ 各教科の学習の記録」欄から「Ｈ 総合所見」欄までは空欄になること。 

 
２ 「Ｂ 各教科の学習の記録」の「評定（第3学年）」欄について 

(1) 令和6年3月から令和8年3月の卒業者については，卒業見込みで作成した評定一覧表の評定値

を転記すること。 

(2) 令和4年3月から令和5年3月の卒業者については，卒業見込みで作成した評定一覧表又は学級

評定一覧表の評定値を転記すること。 

※ 評定一覧表の作成については，30ページの「Ⅱ 過年度中学校卒業者に係る評定一覧表の取扱

いについて」に留意すること。 

 

３ 「Ａ 学籍の記録」欄の「居住証明」欄について 

過年度中学校卒業者については，証明はできないこと（この欄は，空欄とすること。）。 

なお，この場合，住民票の写し（本人，保護者及び世帯主との続柄が記載され，原則として3か

月以内に交付されたもの。なお，マイナンバーの記載がないもの。）を WEB 出願システムに登録す
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令
和

9
年
 
 
月
 
 
日

 
        
 
 
 
 
 
 
現

住
所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

  
 
 
 
 
 
 
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
）

 
   
 
 
 
 
 
 
本

人
氏

名
 
 
 
 
 

(自
署

) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
保
護
者
氏
名

 
 
 
 
 

(自
署

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

    
 
 
 
 
 
本
人
入
学
の
上
は
，
上
記
現
住
所
か
ら
通
学
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
も
し
，
学
区
外
か
ら
通
学
す
る
事
情
が
生
じ
た
と
き
は
，
そ
の
属
す
る
学
区
の

 
 
 
 
 
 
高
等
学
校
に
転
学
す
る
な
ど
，
貴
職
の
指
示
に
従
い
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

（
注
）
1
 
「
学
区
外
高
等
学
校
入
学
志
願
申
請
書
」
を
提
出
し
た
者
は
，
学
区
内
の
居
住
予
定
の
住
所
を
現
住
所
欄
（
 
 
 
）
内
に
記

入
す
る
こ
と
（
居
住
地
が
県
外
に
あ
る
者
の
出
願

の
特
例
に
係
る
も
の
は
除
く
。
）
。
 

2
 
福
岡
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

W
E
B
出

願
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
入
学
志
願
手
続
を
行
う
志
願
者
に
つ
い
て
は
，
本
様
式
の
 

作
成
及
び
提
出
は
不
要
で
あ
る
こ
と
。

 
 

（ 切  取  り ） 

（
様
式

特
1
Ｂ
）
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受受
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付
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貴
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学
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福
岡
県

立
 
 
 

高
等
学
校
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人
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ふ

り
が

な
 

 
 

氏
名

 
（

自
署

）
 

 
 

 
 

生
年

月
日

 
 

 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
生

 
 
 

 

現
 
住

 
所

 
 

 

出
身

学
校

名
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
学
校
 

 
本
人
と

の
関
係

 
 

初
回

受
検

校
 

（
志

願
課

程
）

 
 
 
立
 
 
 
 
高
等
学
校
（
 
 
課
程
）

 
 

 
初

回
受

検
校

で
の

学
科
（
コ
ー
ス
）
，

系
・
受
検
番
号

 

 
 
 
 
 
 
 
科

 
（
 
 

  
コ
ー
ス
）

 
 
 
 
 
 
 
 
系

 
第
 
 
 
 
 
 
 
号

 
「
本
人
と
の
関
係
」
欄
に
は
，
例
え
ば

父
，
母
，
叔
父
等
と
記
入
す
る
こ
と
。

 
 

志
願
先
高
等

 

学
校
長
公
印

 

（
注
）
１
 
※
印
欄
は
高
等
学
校
で
記
入
す
る
。

 

 
 
 
２
 
こ
の
受
検
票
の
交
付
を
も
っ
て
，
領
収
証
紙
納

 

 
 
 
 
付
書
（
入
学
選
考
料
）
の
受
付
証
交
付
に
代
え
る
。

 

（ 切  取  り ）  

昭
和

 
平
成

  
 

 
 

 
 

 
 
科

 
（

 
 

 
コ

ー
ス
）

 
 

 
 

 
 

 
系

 

昭
和

 
平
成

  

（
注
）
 
福
岡
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

W
E
B
出
願
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
入
学
志
願
手
続
を
行
う
志
願
者
に
つ
い
て
は
，
本
様
式
の
作
成

及
び
提
出
は
不
要
で
あ
る
こ
と
。

 

- 37 - 37



38



39



40



41



42



43



44



- 45 - 
  

令令和和99年年度度  福福岡岡県県立立高高等等学学校校（（定定時時制制課課程程のの単単位位制制））入入学学者者選選抜抜要要項項  
 

（（一一））  基基    本本    方方    針針                      

１ 入学者の選抜は，福岡県立高等学校（定時制課程の単位制）（以下「実施校」という。）に入学を

希望する者について，実施校の教育を受けるに足る能力・適性等を公正に判定することを基本と

して行うものとする。 

２ 入学者の選抜に当たっては，中学校教育と高等学校教育の相互の関係を十分尊重し，特に，中学

校教育が正常に運営されるよう配慮するものとする。 

３ 勤労青少年，高校中退者，中学校新規卒業者など多様な入学者に対応するため，適切な時期に募

集及び選抜を行うものとする。 

４ 生徒自身の興味・関心，能力・適性又は進路希望等に基づいた主体的な選択学習によってその特

性の一層の伸長を図るため，受入れ（転・編入学を含む。）に当たっては，各種の選抜資料を総合

し，志願者の個性や特性，学習意欲等を重視する入学者選抜を行うものとする。 

 

（（二二））  入入 学学 志志 願願 手手 続続 等等                      

１ 志願資格 

  次の(1)から(3)の区分に基づき令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入

学者選抜要項の（二）の３の(1)により志願できるものとする（志願資格の別により，試験区分が

異なる。）。なお，「居住地が県外にある者の出願の特例」については，48ページを参照すること。 

 (1) 入学志願者      

令和9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の１に

よる。 

 (2) 転入学志願者 

       実施校以外の高等学校に在学しており，修得単位を有する者又は単位を修得する見込みの者 

 (3) 編入学志願者 

       高等学校等に在籍したことがあり，修得単位を有する者 

２ 入学定員 

  「福岡県立高等学校学則」の規定するところによる入学定員を部及び試験区分に分割する。（73

ページ参照） 

３ 入学志願手続 

(1) 入学志願者 

令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の４に

よる。なお，志願書類は下記４の(1)とする。また，Ⅰ期入学試験において合格内定とならなか

った者がⅡ期入学試験を志願する場合にあっては，改めて入学選考料を納付する必要はないこ

と。 

(2) 転入学志願者 

福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システム（以下「WEB 出願システム」という。）によ

らず下記４の(2)に示す志願書類の提出により行うものとする。 

(3) 編入学志願者 

WEB出願システムによらず下記４の(3)に示す志願書類の提出により行うものとする。 
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   (ｴ) その他 

      実施校の校長が特に必要と認める書類を提出すること。 

  イ 在学高等学校長において作成し，実施校の校長へ提出する書類 

   (ｱ) 転学照会書 

   (ｲ) 在学証明書 

   (ｳ) 単位修得・成績証明書（実施校の校長が定める様式） 

 (3) 編入学志願者 

    編入学志願者は，次の書類を本人が直接実施校の校長に提出すること。 

ア 編入学願書 

編入学志願者は，編入学願書（実施校の校長が定める様式）に入学選考料として，850 円の

福岡県領収証紙を貼付した福岡県領収証紙納付書を添えて提出すること。なお，購入した証

紙は，証紙条例の規定により原則として返還及び交換ができないので，注意すること。また，

大規模災害の被災者は，上記(2)のアの(ｱ)によること。 

  イ 通学に関する誓約書等 

    上記(2)のアの(ｲ)，(ｳ)及び(ｴ)による。 

  ウ 単位修得・成績証明書（実施校の校長が定める様式） 

５ 出願期間  

試試      験験  提提    出出    期期    間間  

前 期 

（４月入学） 

Ⅰ期入学試験  令和9年1月20日(水)～1月 28日(木)正午まで 

Ⅱ期入学試験  令和9年2月10日(水)～2月 19日(金)正午まで 

転・編入学試験  令和9年3月15日(月)～3月 19日(金)正午まで 

後   期 

（10月入学） 
 令和9年8月31日(火)～9月 6日(月)正午まで 

６ 実施校での受付 

 (1) 入学志願者  

実施校の校長は，中学校長からWEB出願システムにより提出された志願先高等学校等の情報及

び必要な志願書類（以下「志願情報」という。）を精査確認の上，受理すること。 

 (2) 転入学及び編入学志願者  

実施校の校長は，提出された志願書類を精査確認の上，受け付けること。 

７ 受検票の発行 

 (1) 入学志願者 

入学志願者はWEB出願システムから受検票を印刷するものとする。 

 (2) 転入学及び編入学志願者 

  実施校の校長は，受検票に受検番号を記入し，公印を押印して，交付するものとする。 

８ 志願先の変更 

Ⅱ期入学試験において，入学志願者は，令和9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除

く。）入学者選抜要項に準じ，1 回に限り他校（実施校内の変更を含む。）へ，志願先を変更するこ

とができる。 
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４ 志願書類 

 (1) 入学志願者 

  ア 志願者の在学又は出身中学校等（以下「中学校」という。）の校長を経て実施校の校長へ提

出する書類 

   (ｱ) 住民票の写し・学区外高等学校入学志願申請書 

      令和9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の

５の(1)のア及びイによる。 

   (ｲ) その他 

      実施校の校長が特に必要と認める書類を提出すること。 

  イ 中学校において作成し，実施校の校長等へ提出する書類 

(ｱ) 調査書 

作成要領及び提出方法は，令和9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）

入学者選抜要項の（二）の５の(2)による。 

   (ｲ) 評定一覧表 

作成要領及び提出方法は，令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）

入学者選抜要項の（二）の10による。なお，後期試験における評定一覧表の福岡県教育委

員会（高校教育課）への提出期限は，令和9年9月6日（月）の正午までとする。 

   (ｳ) 中学校長は，身体の障がい，発達の障がい又は疾病等のため，通常の方法により受検す

ることが困難と認められる者が後期からの入学を志願する場合には，令和 9 年 7 月 23 日

（金）までに実施校の校長に申し出ることとする。 

 (2) 転入学志願者 

  ア 在学高等学校を経て実施校の校長へ提出する書類 

   (ｱ) 転入学願書 

転入学志願者は，転入学願書（実施校の校長が定める様式）に入学選考料として，850

円の福岡県領収証紙を貼付した福岡県領収証紙納付書を添えて在学高等学校長が定める期

間に当該学校長に提出すること。なお，購入した証紙は，証紙条例の規定により原則とし

て返還及び交換ができないので，注意すること。また，大規模災害（令和 8 年熊本地震に

よる災害，令和8年 6月 24日からの大雨に伴う災害，令和7年 8月 6日からの低気圧と前

線による大雨に伴う災害，令和 6 年能登半島地震による災害，令和 5 年 7 月 7 日からの大

雨による災害，令和3年8月11日の大雨による災害，令和2年7月豪雨災害，平成30年7

月豪雨災害，平成 29 年 7 月九州北部豪雨災害，平成 28 年熊本地震による災害及び東日本

大震災をいう。以下同じ。）の被災者は，入学選考料が免除されるので，必要な書類や手続

について，志願先の高等学校に問い合わせること。 

(ｲ) 通学に関する誓約書 

      転入学志願者は，通学に関する誓約書（様式１B）を提出すること。 

   (ｳ) 住民票の写し 

転入学志願者は，住民票の写し（本人，保護者及び世帯主との続柄が記載され，原則と

して 3か月以内に交付されたもの。なお，マイナンバーの記載がないもの。）を提出するこ

と。 
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   (ｴ) その他 

      実施校の校長が特に必要と認める書類を提出すること。 

  イ 在学高等学校長において作成し，実施校の校長へ提出する書類 

   (ｱ) 転学照会書 

   (ｲ) 在学証明書 

   (ｳ) 単位修得・成績証明書（実施校の校長が定める様式） 

 (3) 編入学志願者 

    編入学志願者は，次の書類を本人が直接実施校の校長に提出すること。 

ア 編入学願書 

編入学志願者は，編入学願書（実施校の校長が定める様式）に入学選考料として，850 円の

福岡県領収証紙を貼付した福岡県領収証紙納付書を添えて提出すること。なお，購入した証

紙は，証紙条例の規定により原則として返還及び交換ができないので，注意すること。また，

大規模災害の被災者は，上記(2)のアの(ｱ)によること。 

  イ 通学に関する誓約書等 

    上記(2)のアの(ｲ)，(ｳ)及び(ｴ)による。 

  ウ 単位修得・成績証明書（実施校の校長が定める様式） 

５ 出願期間  

試試      験験  提提    出出    期期    間間  

前 期 

（４月入学） 

Ⅰ期入学試験  令和9年1月20日(水)～1月 28日(木)正午まで 

Ⅱ期入学試験  令和9年2月10日(水)～2月 19日(金)正午まで 

転・編入学試験  令和9年3月15日(月)～3月 19日(金)正午まで 

後   期 

（10月入学） 
 令和9年8月31日(火)～9月 6日(月)正午まで 

６ 実施校での受付 

 (1) 入学志願者  

実施校の校長は，中学校長からWEB出願システムにより提出された志願先高等学校等の情報及

び必要な志願書類（以下「志願情報」という。）を精査確認の上，受理すること。 

 (2) 転入学及び編入学志願者  

実施校の校長は，提出された志願書類を精査確認の上，受け付けること。 

７ 受検票の発行 

 (1) 入学志願者 

入学志願者はWEB出願システムから受検票を印刷するものとする。 

 (2) 転入学及び編入学志願者 

  実施校の校長は，受検票に受検番号を記入し，公印を押印して，交付するものとする。 

８ 志願先の変更 

Ⅱ期入学試験において，入学志願者は，令和9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除

く。）入学者選抜要項に準じ，1 回に限り他校（実施校内の変更を含む。）へ，志願先を変更するこ

とができる。 
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４ 志願書類 

 (1) 入学志願者 

  ア 志願者の在学又は出身中学校等（以下「中学校」という。）の校長を経て実施校の校長へ提

出する書類 

   (ｱ) 住民票の写し・学区外高等学校入学志願申請書 

      令和9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の

５の(1)のア及びイによる。 

   (ｲ) その他 

      実施校の校長が特に必要と認める書類を提出すること。 

  イ 中学校において作成し，実施校の校長等へ提出する書類 

(ｱ) 調査書 

作成要領及び提出方法は，令和9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）

入学者選抜要項の（二）の５の(2)による。 

   (ｲ) 評定一覧表 

作成要領及び提出方法は，令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）

入学者選抜要項の（二）の10による。なお，後期試験における評定一覧表の福岡県教育委

員会（高校教育課）への提出期限は，令和9年9月6日（月）の正午までとする。 

   (ｳ) 中学校長は，身体の障がい，発達の障がい又は疾病等のため，通常の方法により受検す

ることが困難と認められる者が後期からの入学を志願する場合には，令和 9 年 7 月 23 日

（金）までに実施校の校長に申し出ることとする。 

 (2) 転入学志願者 

  ア 在学高等学校を経て実施校の校長へ提出する書類 

   (ｱ) 転入学願書 

転入学志願者は，転入学願書（実施校の校長が定める様式）に入学選考料として，850

円の福岡県領収証紙を貼付した福岡県領収証紙納付書を添えて在学高等学校長が定める期

間に当該学校長に提出すること。なお，購入した証紙は，証紙条例の規定により原則とし

て返還及び交換ができないので，注意すること。また，大規模災害（令和 8 年熊本地震に

よる災害，令和8年 6月 24日からの大雨に伴う災害，令和7年 8月 6日からの低気圧と前

線による大雨に伴う災害，令和 6 年能登半島地震による災害，令和 5 年 7 月 7 日からの大

雨による災害，令和3年8月11日の大雨による災害，令和2年7月豪雨災害，平成30年7

月豪雨災害，平成 29 年 7 月九州北部豪雨災害，平成 28 年熊本地震による災害及び東日本

大震災をいう。以下同じ。）の被災者は，入学選考料が免除されるので，必要な書類や手続

について，志願先の高等学校に問い合わせること。 

(ｲ) 通学に関する誓約書 

      転入学志願者は，通学に関する誓約書（様式１B）を提出すること。 

   (ｳ) 住民票の写し 

転入学志願者は，住民票の写し（本人，保護者及び世帯主との続柄が記載され，原則と

して 3か月以内に交付されたもの。なお，マイナンバーの記載がないもの。）を提出するこ

と。 
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９ 居住地が県外にある者の出願の特例 

  本人及びその保護者が次の表の左欄に掲げる県に居住する者は，同表の中欄に掲げる高等学校の

学科・部を志願することができるものとする。ただし，当該高等学校長が入学を許可することがで

きる人員の上限は同表の右欄のとおり（人員が１に満たない場合は切り上げる。）とし，同一校の

対象部間で調整できるものとする。また，Ⅱ期入学試験において，Ⅰ期入学試験の内定者数及びⅡ

期入学試験の志願者数の合計が，Ⅰ期入学試験及びⅡ期入学試験の入学定員の合計を充足していな

い場合，前期の転・編入学試験における志願者数が当該試験の入学定員を充足していない場合，又

は後期試験における志願者数が当該試験の入学定員を充足していない場合は，それぞれ同表の右欄

の人員を超えて入学を許可することができるものとする。 

  なお，志願手続等については，学区外の高等学校を志願する者として取り扱うものとする。 

県県  対対象象高高等等学学校校  
人人    員員  

学学校校名名  学学科科  部部  

佐賀県 
大分県 
熊本県 

大牟田北 
高等学校 普通科 

Ⅰ部（午前） 
試験ごとの入学定員の 
20％以内（佐賀県及び大分県）， 
試験ごとの入学定員の 
10％以内（熊本県） 

Ⅱ部（午後） 
Ⅲ部（夜間） 

西 田 川 
高等学校 普通科 

Ⅰ部（午前） 
Ⅱ部（午後） 
Ⅲ部（夜間） 

10 その他 

(1) 志願情報（転入学及び編入学志願者は願書）提出の際，志望順位を付けて複数の学科・部に

志願することができるものとする。 

 (2) Ⅰ期入学試験の志願者は，合格した場合，入学する意志が確実な者であることとする。 

 (3) 前期の転・編入学試験において，学力検査を実施する高等学校の志願者のうち，満 20 歳以上

（令和 9 年 4 月 1 日現在）の志願者については，その希望により学力検査を行わず作文をもっ

てこれに代えることができるものとする。 

なお，学力検査を行わず作文をもってこれに代えることを希望する者については，志願書類

に加えて，定時制課程特例措置適用申請書（様式8）を実施校の校長に提出するものとする。 

(4) 前・後期の入学志願者のうち，満 20 歳以上の志願者の入学志願手続及び志願書類については，

令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（五）の３の

(1)及び(2)に準じる。 

なお，本人が希望する場合は，中学校長を経由せず，直接志願先高等学校長に志願情報を提

出することができる。また，志願情報を志願先高等学校へ提出した後に志願を辞退する場合，

入学選考料の返金は行わないため注意すること。 

 (5) Ⅱ期入学試験の志願者は，令和 9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学

者選抜要項の（九）に準じ，実施校の校長が定めるところにより，長期欠席者特例措置の適用を

受けることができる。 

(6) その他のことについては，令和 9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学

者選抜要項に準じる。 
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（（三三））  学学  力力  検検  査査  等等                      

試試    験験  志志願願資資格格のの区区分分  学学    校校  実実  施施  方方  法法  
学学力力検検査査等等のの  

実実    施施    日日  

前 期 

（４月入学） 

Ⅰ  期 

入学試験 

○入学志願者 

○編入学志願者 
全校 面接及び作文 

令和 9年 2月 2日(火) 

         ～3日(水) 

Ⅱ  期 

入学試験 
○入学志願者 全校 

国語，数学，社会，

理科，外国語（英

語）及び面接 

令和 9年 3月 9日(火) 

           ～10日(水) 

転 ・ 編 

入学試験 

○転入学志願者 

○編入学志願者 

博多青松高等学校 
国語，数学，外国語

（英語）及び面接 

令和 9年 3月 25日(木) ひびき高等学校 

大牟田北高等学校 

西田川高等学校 

面接及び作文 

後   期 

（10月入学） 

○入学志願者 

○転入学志願者 

○編入学志願者 

全校 面接及び作文 令和 9年 9月 9日(木) 

 ※ 検査等は，実施校において行うものとする。 

※ Ⅱ期入学試験における学力検査（英語リスニングテストを含む。）については令和 9年度福岡 

県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項に準じる。その他の試験について 

は，別に定める。 

※ 前期の転・編入学試験において学力検査を実施する場合の内容は，各教科とも高等学校第 1学

年修了程度の問題とする。 

 

（（四四））  選選 抜抜 のの 方方 法法 等等  

１ 選抜は，基本方針に従い，次のとおり実施する。 

(1) Ⅰ期入学試験及び後期試験 

志願する者の就学条件や個性，学ぶ意欲等を重視し，面接及び作文の結果，並びに提出され

た書類を総合して選抜するものとする。 

 (2) Ⅱ期入学試験 

実施校で学ぶ意欲にあふれ，特定の教科に秀でた能力があると認められる者や調査書の各項

目において個性や特性を示す顕著な活動を特に重視し，学力検査及び面接の結果，並びに提出

された書類を総合して選抜するものとする。 

(3) 前期の転・編入学試験 

志願する者の個性や特性，実施校で学ぶ意欲等を重視し，学力検査及び面接の結果又は面接

及び作文の結果，並びに提出された書類を総合して選抜するものとする。 

２ 実施校のⅠ期入学試験の入学定員に欠員を生じ，実施校の校長が必要と認める場合は，Ⅱ期入学

試験において，その欠員数を併せて選抜できるものとする。 

３ 実施校の総定員に欠員を生じ，実施校の校長が必要と認める場合は，前期の転・編入学試験又は

後期試験において，欠員数の範囲内で別途校長が定める人数を併せて選抜できるものとする。この

場合，実施校の校長はその内容について，あらかじめ公表するものとする。 

４ Ⅰ期入学試験の選考結果は，令和 9年 2月 10日（水）午前 9時に，WEB出願システムにおいて実

施校の校長から中学校長に選考（内定）結果を通知する。なお，志願者は同日午後 4 時以降に WEB

出願システムにて選考（内定）結果を確認することができる。中学校長を経由せず志願した者に
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９ 居住地が県外にある者の出願の特例 

  本人及びその保護者が次の表の左欄に掲げる県に居住する者は，同表の中欄に掲げる高等学校の

学科・部を志願することができるものとする。ただし，当該高等学校長が入学を許可することがで

きる人員の上限は同表の右欄のとおり（人員が１に満たない場合は切り上げる。）とし，同一校の

対象部間で調整できるものとする。また，Ⅱ期入学試験において，Ⅰ期入学試験の内定者数及びⅡ

期入学試験の志願者数の合計が，Ⅰ期入学試験及びⅡ期入学試験の入学定員の合計を充足していな

い場合，前期の転・編入学試験における志願者数が当該試験の入学定員を充足していない場合，又

は後期試験における志願者数が当該試験の入学定員を充足していない場合は，それぞれ同表の右欄

の人員を超えて入学を許可することができるものとする。 

  なお，志願手続等については，学区外の高等学校を志願する者として取り扱うものとする。 

県県  対対象象高高等等学学校校  
人人    員員  

学学校校名名  学学科科  部部  

佐賀県 
大分県 
熊本県 

大牟田北 
高等学校 普通科 

Ⅰ部（午前） 
試験ごとの入学定員の 
20％以内（佐賀県及び大分県）， 
試験ごとの入学定員の 
10％以内（熊本県） 

Ⅱ部（午後） 
Ⅲ部（夜間） 

西 田 川 
高等学校 普通科 

Ⅰ部（午前） 
Ⅱ部（午後） 
Ⅲ部（夜間） 

10 その他 

(1) 志願情報（転入学及び編入学志願者は願書）提出の際，志望順位を付けて複数の学科・部に

志願することができるものとする。 

 (2) Ⅰ期入学試験の志願者は，合格した場合，入学する意志が確実な者であることとする。 

 (3) 前期の転・編入学試験において，学力検査を実施する高等学校の志願者のうち，満 20 歳以上

（令和 9 年 4 月 1 日現在）の志願者については，その希望により学力検査を行わず作文をもっ

てこれに代えることができるものとする。 

なお，学力検査を行わず作文をもってこれに代えることを希望する者については，志願書類

に加えて，定時制課程特例措置適用申請書（様式8）を実施校の校長に提出するものとする。 

(4) 前・後期の入学志願者のうち，満 20 歳以上の志願者の入学志願手続及び志願書類については，

令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（五）の３の

(1)及び(2)に準じる。 

なお，本人が希望する場合は，中学校長を経由せず，直接志願先高等学校長に志願情報を提

出することができる。また，志願情報を志願先高等学校へ提出した後に志願を辞退する場合，

入学選考料の返金は行わないため注意すること。 

 (5) Ⅱ期入学試験の志願者は，令和 9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学

者選抜要項の（九）に準じ，実施校の校長が定めるところにより，長期欠席者特例措置の適用を

受けることができる。 

(6) その他のことについては，令和 9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学

者選抜要項に準じる。 
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４ 面接及び作文 

 (1) 志願者全員に面接を行うものとする。また，必要に応じてさらに作文を行うことができるも

のとする。 

 (2) 面接及び作文期日 令和 9年 3月 25日(木) 

５ 選抜の方法 

  学力検査，面接及び作文の結果並びに調査書を総合して選抜するものとする。 

  なお，学力検査については，初回受検校での結果を利用するものとする。 

６ 合格発表 

  令和 9年 3月 29日(月)午前 9時に，実施校及び WEB出願システムで行うものとする。 

 

（（七七））  そそ         のの         他他                      

１ 転入学及び編入学志願者の入学願書，受検票及び通学に関する誓約書の用紙は，令和 9年度福岡

県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項に示す様式に準じて実施校が作成し

配布するものとする。 

２ その他必要な事項は，実施校の校長が定める。 
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ついては，実施校の校長が指定する方法により通知するものとする。 

 
（（五五））  合合 格格 発発 表表  

試試    験験  日日        時時  場場  所所  

前 期 

（４月入学） 

Ⅰ期入学試験 令和 9年 3月 18日(木)午前 9時 

・実施校 

・WEB出願システム 
※転入学及び編入学志願者 

においては実施校のみ 

Ⅱ期入学試験 令和 9年 3月 18日(木)午前 9時 

転・編入学試験 令和 9年 3月 30日(火)午前 9時 

後   期 

（10月入学） 
令和 9年 9月 16日(木)午前 9時 

  

（（六六））  補補   充充   募募   集集                      

１ 実施校 

(1) 前期試験（転・編入学試験を除く。）の合格発表時に，Ⅰ期入学試験及びⅡ期入学試験の合格

者の合計人数がⅠ期入学試験及びⅡ期入学試験の入学定員の合計を 10人以上下回る学科におい

ては，補充募集を行うものとする。 

 (2) 実施校については，令和 9年 3月 18日(木)に福岡県教育委員会のホームページにおいて公表 

するものとする。 

２ 出願資格 

(1) 令和 9 年度の福岡県立高等学校入学者選抜の学力検査において，定められた検査教科を受検

して不合格となった者。ただし，同一校の同一学科における同一部（第 2志望以下を含む。）の

再受検は認めない。 

 (2) 学力検査の期日及び内容が福岡県立高等学校入学者選抜と同一の県内公立高等学校の入学者

選抜で不合格となった者 

３ 入学志願手続  

(1) 令和 9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の４に

よる。ただし，志願書類は下記(2)とする。 

(2) 志願書類 

  ア 住民票の写し 

    令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の５

の(1)のアによる。 

  イ 学区外高等学校入学志願申請書（様式 2A）（該当者のみ） 

  ウ 調査書（様式 5） 

  エ 実施校の校長が特に必要と認める書類 

 (3) 出願期間 

令和 9年 3月 19日（金）から 3月 24日（水）の正午までとする。  

(4) その他 

    志願情報提出の際，実施校の校長が認める場合においては，志望順位を付けて当該高等学校

の複数の学科・部（上記２の(1)により再受検を認められない学科・部を除く。）を志願するこ

とができるものとする。 
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４ 面接及び作文 

 (1) 志願者全員に面接を行うものとする。また，必要に応じてさらに作文を行うことができるも

のとする。 

 (2) 面接及び作文期日 令和 9年 3月 25日(木) 

５ 選抜の方法 

  学力検査，面接及び作文の結果並びに調査書を総合して選抜するものとする。 

  なお，学力検査については，初回受検校での結果を利用するものとする。 

６ 合格発表 

  令和 9年 3月 29日(月)午前 9時に，実施校及び WEB出願システムで行うものとする。 

 

（（七七））  そそ         のの         他他                      

１ 転入学及び編入学志願者の入学願書，受検票及び通学に関する誓約書の用紙は，令和 9年度福岡

県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項に示す様式に準じて実施校が作成し

配布するものとする。 

２ その他必要な事項は，実施校の校長が定める。 
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ついては，実施校の校長が指定する方法により通知するものとする。 

 
（（五五））  合合 格格 発発 表表  

試試    験験  日日        時時  場場  所所  

前 期 

（４月入学） 

Ⅰ期入学試験 令和 9年 3月 18日(木)午前 9時 

・実施校 

・WEB出願システム 
※転入学及び編入学志願者 

においては実施校のみ 

Ⅱ期入学試験 令和 9年 3月 18日(木)午前 9時 

転・編入学試験 令和 9年 3月 30日(火)午前 9時 

後   期 

（10月入学） 
令和 9年 9月 16日(木)午前 9時 

  

（（六六））  補補   充充   募募   集集                      

１ 実施校 

(1) 前期試験（転・編入学試験を除く。）の合格発表時に，Ⅰ期入学試験及びⅡ期入学試験の合格

者の合計人数がⅠ期入学試験及びⅡ期入学試験の入学定員の合計を 10人以上下回る学科におい

ては，補充募集を行うものとする。 

 (2) 実施校については，令和 9年 3月 18日(木)に福岡県教育委員会のホームページにおいて公表 

するものとする。 

２ 出願資格 

(1) 令和 9 年度の福岡県立高等学校入学者選抜の学力検査において，定められた検査教科を受検

して不合格となった者。ただし，同一校の同一学科における同一部（第 2志望以下を含む。）の

再受検は認めない。 

 (2) 学力検査の期日及び内容が福岡県立高等学校入学者選抜と同一の県内公立高等学校の入学者

選抜で不合格となった者 

３ 入学志願手続  

(1) 令和 9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の４に

よる。ただし，志願書類は下記(2)とする。 

(2) 志願書類 

  ア 住民票の写し 

    令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の５

の(1)のアによる。 

  イ 学区外高等学校入学志願申請書（様式 2A）（該当者のみ） 

  ウ 調査書（様式 5） 

  エ 実施校の校長が特に必要と認める書類 

 (3) 出願期間 

令和 9年 3月 19日（金）から 3月 24日（水）の正午までとする。  

(4) その他 

    志願情報提出の際，実施校の校長が認める場合においては，志望順位を付けて当該高等学校

の複数の学科・部（上記２の(1)により再受検を認められない学科・部を除く。）を志願するこ

とができるものとする。 
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令令和和 99年年度度  福福岡岡県県立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜帰帰国国生生徒徒等等特特例例措措置置実実施施要要項項  
 

１ 目的 

  この要項は，令和 9年度福岡県立高等学校入学者選抜に当たり，帰国生徒等について，必要な特例措

置を講じることにより，その適切な受入れを図ることを目的とする。 

２ 特別学力検査 

 (1) 対象者 

   次のア又はイのいずれかに該当する者とする。なお，文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を

有するものとして認定した在外教育施設で教育を受けた者については，当該施設に入学した時点で入

国又は帰国したものとみなす。 

  ア 外国で生まれ育った者等で，原則として，入国後小学校4年以上の学年に編入学した者，又は入 

国時に既に学齢を超過していて我が国の小・中学校に編入学できなかった者で，令和 2年 1月 1日

以降に入国した者 

   イ 外国の現地校に引き続き3年以上在学した帰国生徒で，原則として，令和8年1月1日以降に帰国

した者 

 (2) 特別学力検査の内容 

ア 検査教科等 

国語，数学，外国語（英語）について，特別の学力検査を行うほか，作文及び面接を実施するも

のとする。 

  イ 検査期日・時間割 

令和9年2月2日(火)                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

検検    査査    時時    間間    割割  

教教      科科  入入室室とと注注意意  検検  査査  時時  間間  休休        憩憩  

国           語  9：20～ 9：30  9：30～10：35 10：35～10：45 

数           学 10：45～10：50 10：50～11：40 11：40～11：50 

 外 国 語（英語） 11：50～11：55 11：55～12：45 12：45～13：40 

作           文 13：40～13：45 13：45～14：35 14：35～14：50 

面           接 14：50～14：55 14：55～  

(3) 実施校 

    特別学力検査により入学することができる高等学校は，次のとおりとする。 

実実    施施    校校  郵郵便便番番号号  所所        在在        地地  

青 豊 高 等 学 校 828－0028 豊前市青豊3－1 

小 倉 南 高 等 学 校 802－0801  北九州市小倉南区富士見1丁目9－1 

小 倉 商 業 高 等 学 校 802－0801  北九州市小倉南区富士見3丁目5－1 

北 筑 高 等 学 校 807－0857  北九州市八幡西区北筑1丁目1－1 

玄 界 高 等 学 校 811－3114  古賀市舞の里3丁目6－1 

香 住 丘 高 等 学 校 813－0003  福岡市東区香住ヶ丘1丁目26－1 

太 宰 府 高 等 学 校 818－0122  太宰府市高雄3丁目4114 

福 岡 農 業 高 等 学 校 818－0134  太宰府市大佐野250 

福 岡 工 業 高 等 学 校 814－8520  福岡市早良区荒江2丁目19－1 

福 岡 講 倫 館 高 等 学 校 814－0033  福岡市早良区有田3丁目9－1 

早 良 高 等 学 校 811－1112  福岡市早良区大字小笠木403 

朝 倉 東 高 等 学 校 838－0068  朝倉市甘木116－2 

久 留 米 高 等 学 校 830－0038  久留米市西町482 

福 島 高 等 学 校 834－0006  八女市吉田1581－2 

伝 習 館 高 等 学 校 832－0045  柳川市本町142 

あ り あ け 新 世 高 等 学 校 837－0904  大牟田市大字吉野1389－1 

東 鷹 高 等 学 校 825－0002  田川市大字伊田2362－3 

嘉 穂 東 高 等 学 校 820－0003  飯塚市立岩1730－5 

直 方 高 等 学 校 822－0002  直方市大字頓野3459－2 
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    次の者についても，推薦入学の出願を認める。 

(ｱ) 過年度中学校卒業者 

   (ｲ) 外国において学校教育における9年の課程を修了した者及び文部科学大臣が中学校の課程と 

同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者 

  イ 選考上の特例        

    推薦入学における選考に当たり，帰国生徒が外国での経験等を通じて培ってきた国際性や将来 

の進路に対する意識等を積極的に評価する。 

 (3) 実施学科 

    英語科において実施する。 

 (4) 申請手続 

  ア この特例措置の適用を受けようとする者は，推薦入学の入学志願手続の際，帰国生徒等特例措

置適用申請書（別紙様式帰1）を志願先高等学校長に提出するものとする。 

  イ 上記（2）のアの適用を受けようとする者のうち，日本の中学校を卒業していない者は，出身学

校長の推薦書を提出するものとする。 

４ 一般学力検査の特例措置 

 (1) 対象者 

   ２の(1)による。 

 (2) 特例措置の内容 

  ア 学力検査時間の延長 

学力検査時間を「国語」は25分，他の教科は15分延長し，その時間割は次のとおりとする。 

検検  査査  時時  間間  割割 

教教      科科  入入室室とと注注意意  検検査査時時間間  休休      憩憩  

国     語  8：45～ 8：55  8：55～10：10 10：10～10：25 

数     学 10：25～10：30 10：30～11：35 11：35～11：50 

社     会 11：50～11：55 11：55～13：00 13：00～13：35 

理     科 13：35～13：40 13：40～14：45 14：45～15：00 

外国語（英語） 15：00～15：05 15：05～16：15  

※ 外国語（英語）学力検査における検査時間の延長は，筆記テストについて行う。また外国 

語（英語）学力検査の時間割は，筆記テストの終了時刻を除き，令和 9年度福岡県立高等学校

（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（四）の２に準じる。 

  イ 学力検査問題の特例措置 

    ルビ振り学力検査問題を用意するものとする。 

  ウ 検査場 

    学力検査は，志願先高等学校ではなく，地区ごとに次の検査場において帰国生徒等特例学力検

査室を設けて行う。 

帰帰  国国  生生  徒徒  等等  特特  例例  学学  力力  検検  査査  場場  

地地        区区  検検    査査    場場  郵郵便便番番号号  所所      在在      地地  

北  九  州 小 倉 商 業 高 等 学 校 802－0801 北九州市小倉南区富士見3丁目5－1 

福   岡 福 岡 工 業 高 等 学 校 814－8520 福岡市早良区荒江2丁目19－1 

筑   後 八 女 高 等 学 校 833－0041 筑後市大字和泉251 

筑   豊 嘉 穂 高 等 学 校 820－0021 飯塚市潤野8－12 
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 (4) 入学志願手続 

    令和9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の４による。

ただし，志願書類は下記(5)とする。 

 (5) 志願書類 

この特別学力検査を受けようとする者は，出願期間内に以下の書類を志願する特別学力検査実施 

校の校長に提出するものとする。 

   ア 帰国生徒等特例措置適用申請書（別紙様式帰1） 

   イ その他必要書類等 

原則として，令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項に

定める一般入学者選抜の例によるものとする。 

（6）出願期間 

令和9年1月20日（水）から1月28日（木）の正午までとする。 

 (7) 選考 

    実施校の校長は，在学又は出身学校長（以下「中学校長」という。）から提出された書類並びに特

別学力検査の成績及び作文，面接の結果を資料として，総合的に選考して，合格者を内定するもの

とする。 

 (8) 選考結果の通知 

令和 9 年 2 月 10 日（水）午前 9 時に，福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システム（以下

「WEB 出願システム」という。）において，実施校の校長から中学校長に選考（内定）結果を通知す

る。なお，志願者は，同日午後 4 時以降に WEB 出願システムにて，選考（内定）結果を確認するこ

とができる。中学校長を経由せず志願した者については，実施校の校長が指定する方法により通知

するものとする。 

 (9) 合格発表 

   令和9年3月18日（木）午前9時に，志願先高等学校及びWEB出願システムにおいて一般入学者選

抜の合格発表と同時に行う。 

 (10) その他 

この特別学力検査で合格内定とならなかった者は，再度，一般入学者選抜に出願することができ

る。この場合は，改めて一般入学者選抜の入学志願手続を行わなければならない。 

帰帰国国生生徒徒等等特特別別学学力力検検査査にに関関すするる日日程程表表 

月月                日日  事事            項項  

 令和9年1月20日(水)から 

 令和9年1月28日(木)正午まで 
志 願 受 付 

 令和9年2月 2日(火) 学  力  検  査            

 令和9年2月10日(水)午前9時 選 考 結 果 通 知            

 令和9年3月18日(木)午前9時 合 格 発 表 

３ 推薦入学の特例措置 

 (1) 対象者 

    帰国生徒で，引き続き1年以上の外国での在留経験がある者 

 (2) 特例措置の内容 

  ア 出願の特例 
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    次の者についても，推薦入学の出願を認める。 

(ｱ) 過年度中学校卒業者 

   (ｲ) 外国において学校教育における9年の課程を修了した者及び文部科学大臣が中学校の課程と 

同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者 

  イ 選考上の特例        

    推薦入学における選考に当たり，帰国生徒が外国での経験等を通じて培ってきた国際性や将来 

の進路に対する意識等を積極的に評価する。 

 (3) 実施学科 

    英語科において実施する。 

 (4) 申請手続 

  ア この特例措置の適用を受けようとする者は，推薦入学の入学志願手続の際，帰国生徒等特例措

置適用申請書（別紙様式帰1）を志願先高等学校長に提出するものとする。 

  イ 上記（2）のアの適用を受けようとする者のうち，日本の中学校を卒業していない者は，出身学

校長の推薦書を提出するものとする。 

４ 一般学力検査の特例措置 

 (1) 対象者 

   ２の(1)による。 

 (2) 特例措置の内容 

  ア 学力検査時間の延長 

学力検査時間を「国語」は25分，他の教科は15分延長し，その時間割は次のとおりとする。 

検検  査査  時時  間間  割割 

教教      科科  入入室室とと注注意意  検検査査時時間間  休休      憩憩  

国     語  8：45～ 8：55  8：55～10：10 10：10～10：25 

数     学 10：25～10：30 10：30～11：35 11：35～11：50 

社     会 11：50～11：55 11：55～13：00 13：00～13：35 

理     科 13：35～13：40 13：40～14：45 14：45～15：00 

外国語（英語） 15：00～15：05 15：05～16：15  

※ 外国語（英語）学力検査における検査時間の延長は，筆記テストについて行う。また外国 

語（英語）学力検査の時間割は，筆記テストの終了時刻を除き，令和 9年度福岡県立高等学校

（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（四）の２に準じる。 

  イ 学力検査問題の特例措置 

    ルビ振り学力検査問題を用意するものとする。 

  ウ 検査場 

    学力検査は，志願先高等学校ではなく，地区ごとに次の検査場において帰国生徒等特例学力検

査室を設けて行う。 

帰帰  国国  生生  徒徒  等等  特特  例例  学学  力力  検検  査査  場場  

地地        区区  検検    査査    場場  郵郵便便番番号号  所所      在在      地地  

北  九  州 小 倉 商 業 高 等 学 校 802－0801 北九州市小倉南区富士見3丁目5－1 

福   岡 福 岡 工 業 高 等 学 校 814－8520 福岡市早良区荒江2丁目19－1 

筑   後 八 女 高 等 学 校 833－0041 筑後市大字和泉251 

筑   豊 嘉 穂 高 等 学 校 820－0021 飯塚市潤野8－12 
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 (4) 入学志願手続 

    令和9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の４による。

ただし，志願書類は下記(5)とする。 

 (5) 志願書類 

この特別学力検査を受けようとする者は，出願期間内に以下の書類を志願する特別学力検査実施 

校の校長に提出するものとする。 

   ア 帰国生徒等特例措置適用申請書（別紙様式帰1） 

   イ その他必要書類等 

原則として，令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項に

定める一般入学者選抜の例によるものとする。 

（6）出願期間 

令和9年1月20日（水）から1月28日（木）の正午までとする。 

 (7) 選考 

    実施校の校長は，在学又は出身学校長（以下「中学校長」という。）から提出された書類並びに特

別学力検査の成績及び作文，面接の結果を資料として，総合的に選考して，合格者を内定するもの

とする。 

 (8) 選考結果の通知 

令和 9 年 2 月 10 日（水）午前 9 時に，福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システム（以下

「WEB 出願システム」という。）において，実施校の校長から中学校長に選考（内定）結果を通知す

る。なお，志願者は，同日午後 4 時以降に WEB 出願システムにて，選考（内定）結果を確認するこ

とができる。中学校長を経由せず志願した者については，実施校の校長が指定する方法により通知

するものとする。 

 (9) 合格発表 

   令和9年3月18日（木）午前9時に，志願先高等学校及びWEB出願システムにおいて一般入学者選

抜の合格発表と同時に行う。 

 (10) その他 

この特別学力検査で合格内定とならなかった者は，再度，一般入学者選抜に出願することができ

る。この場合は，改めて一般入学者選抜の入学志願手続を行わなければならない。 

帰帰国国生生徒徒等等特特別別学学力力検検査査にに関関すするる日日程程表表 

月月                日日  事事            項項  

 令和9年1月20日(水)から 

 令和9年1月28日(木)正午まで 
志 願 受 付 

 令和9年2月 2日(火) 学  力  検  査            

 令和9年2月10日(水)午前9時 選 考 結 果 通 知            

 令和9年3月18日(木)午前9時 合 格 発 表 

３ 推薦入学の特例措置 

 (1) 対象者 

    帰国生徒で，引き続き1年以上の外国での在留経験がある者 

 (2) 特例措置の内容 

  ア 出願の特例 
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(3) 申請手続 

  ア この特例措置の適用を受けようとする者は，入学志願手続の際，帰国生徒等特例措置適用申請

書（別紙様式帰1）を志願先高等学校長に提出するものとする。 

  イ 高等学校長は，上記申請書の提出があった場合は，その内容を審査し，申請書を含む志願情報

を受理することをもって適用対象とするものとする。 

５ その他 

(1) この要項において，小学校は義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部を中学校は義務教育

学校後期課程，中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部を含むものとする。 

(2) この要項に定めのない事項については，令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除

く。）入学者選抜要項によるものとする。 

 

 

58



- 59 - 
 

（別紙様式帰1） 
 

帰国生徒等特例措置適用申請書 
                                 令和 9年  月  日 

 
  福岡県立       高等学校長 殿 

 

                    本人氏名(自署)                 
 
                           （平成   年   月   日生） 
                          
                   保護者氏名(自署)                 

 

  下記の事項が事実と相違ないことを誓約しますので，令和9年度入学者選抜において，帰国生徒等

の特例措置を適用されるよう申請します。 

 

特例措置の区分          ア 特別学力検査  イ 推薦入学  ウ 一般学力検査 （該当に○印） 

対 象 者 区 分          

ア 外国で生まれ育った者等で，特例措置の対象となる者  

イ 外国の現地校に引き続き３年以上在学した帰国生徒で， 

特例措置の対象となる者 

ウ その他    

在 留 期 間          

 
年   月   日～   年   月   日（国名：    ） 

 
年   月   日～   年   月   日（国名：    ） 

 
年   月   日～   年   月   日（国名：    ） 

学 

 

校 

 

教 

 

育 

 

歴 

学 校 名 所在地（国名・都市名） 在 学 学 年 在 学 期 間 

  
   年～  年  年 月～ 年 月 

    

    

    

そ 

 

の 

 

他 

 

（特に参考となることがあれば記入してください。） 

 

 

   

  上記のとおり相違ないことを証明します。 

                                令和9年  月  日 

 

                         

                                      学校長    印 

                         

（注）1 日本に出身学校がない場合は，学校長の証明は必要ないが，他の証明資料等があれば，提示すること。 

2 福岡県公立高等学校入学者選抜WEB出願システムによる入学志願手続の場合は，氏名欄の自署は問わないこと。 

3 福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システムによる入学志願手続の場合は，証明欄の公印を省略することがで

きること。 

（該当に〇印） 
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(3) 申請手続 

  ア この特例措置の適用を受けようとする者は，入学志願手続の際，帰国生徒等特例措置適用申請

書（別紙様式帰1）を志願先高等学校長に提出するものとする。 

  イ 高等学校長は，上記申請書の提出があった場合は，その内容を審査し，申請書を含む志願情報

を受理することをもって適用対象とするものとする。 

５ その他 

(1) この要項において，小学校は義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部を中学校は義務教育

学校後期課程，中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部を含むものとする。 

(2) この要項に定めのない事項については，令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除

く。）入学者選抜要項によるものとする。 
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（別紙様式帰2） 

 

帰国生徒等特例措置適用証明書 
 

 

 

                      志願者氏名                

 

                      受検番号                

 

 

   上記の者は，令和 9年度入学者選抜において，帰国生徒等の特例措置を受ける者であること

を証明します。 

 

 

 

   令和9年   月   日 

 

 

 

 

                      福岡県立       高等学校長   印 

 

（注）1 この証明書は，学力検査当日，必ず検査場に持って行き，受検票と一緒に検査監督者に見せる

こと。 

2 福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システムにより入学志願手続を行った志願者に対して

は，本様式の作成は不要であること。この場合，志願者はこの証明書を検査場に持って行く必

要はないこと。 
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（別紙様式帰 3） 

                            令和 9年  月  日  

 

 福岡県立    高等学校長 殿 

 （帰国生徒等特例学力検査場責任者） 

 

                   福岡県立     高等学校長  印 

 

学 力 検 査 依 頼 書 

 

下記の者は帰国生徒等特例措置（一般学力検査の特例措置）のため 3月 

 

9日の学力検査を貴校に依頼します。 

 

記 

 

１ 出 身 学 校 名 

 

２ 現  住  所        

 

３ 志 願 者 氏 名        

 

４ 受 検 番 号             第     号 

 

                            令和 9年  月  日 

 

 福岡県立    高等学校長 殿 

                 

                     福岡県立     高等学校長  印 

（帰国生徒等特例学力検査場責任者）             

 

学 力 検 査 承 諾 書 

 

令和 9年  月  日付けで貴校から依頼のあった 

 

                についての学力検査を当校で実施するこ 

 

とを承諾します。 

（注）福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システムにより入学志願手続を行った志願者については，本様式の作成及び

提出は不要であること。 

出身学校 

受検番号       第         号 

（切 取 り） 
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（別紙様式帰2） 

 

帰国生徒等特例措置適用証明書 
 

 

 

                      志願者氏名                

 

                      受検番号                

 

 

   上記の者は，令和 9年度入学者選抜において，帰国生徒等の特例措置を受ける者であること

を証明します。 

 

 

 

   令和9年   月   日 

 

 

 

 

                      福岡県立       高等学校長   印 

 

（注）1 この証明書は，学力検査当日，必ず検査場に持って行き，受検票と一緒に検査監督者に見せる

こと。 

2 福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システムにより入学志願手続を行った志願者に対して

は，本様式の作成は不要であること。この場合，志願者はこの証明書を検査場に持って行く必

要はないこと。 
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令令和和 99年年度度  福福岡岡県県立立高高等等学学校校学学びびのの多多様様化化学学校校入入学学者者選選抜抜実実施施要要項項  
 

１ 目的 

  この要項は，福岡県立高等学校に設置する学びの多様化学校の令和 9年度入学者選抜に当たり，必要

な事項を定め，その適切な受入れを図ることを目的とする。 

２ 学びの多様化学校設置の趣旨 

  学ぶ意欲と能力があっても，従来の県立高等学校における教育環境で学ぶには困難があり，十分な

進路選択が見込めない不登校の生徒に対し，きめ細かな支援や生徒の実態に配慮した教育活動を提供

することにより，継続して登校し，将来自立して社会で豊かに生きる力を身に付けられるよう，学校

教育法施行規則の規定による学びの多様化学校を設置する。 

３ 設置校及び設置学科・コース 

  福岡県立小郡高等学校 普通科 みらい創造コース 

４ 入学定員 

  40人 

５ 対象者 

  上記３の高等学校の学科・コース（以下「実施校」という。）に入学を希望する者で，以下の全てに

該当する者 

 (1) 在学又は出身中学校等（以下「中学校」という。）第 3学年において年間 30日以上欠席した不登校

生徒又はそれに相当する者 

 (2) 入学後，継続して登校する意志がある者 

 (3) 合格した場合，入学する意志が確実であると認められる者 

６ 出願の制限 

  推薦入学（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学校が実施するものを含む。），特色化選

抜（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学校が実施するものを含む。），連携型選抜及び北

九州市立高等学校入学者選抜との併願はできないものとする。 

７ 検査方法等 

 (1) 検査教科等 

   国語，数学，外国語（英語）について，特別の学力検査を行うほか，作文及び面接を実施するも 

のとする。 

 (2) 検査期日・時間割 

   令和9年2月2日（火）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

検検    査査    時時    間間    割割  

教教      科科  入入室室とと注注意意  検検  査査  時時  間間  休休        憩憩  

国           語  9：20～ 9：30  9：30～10：20 10：20～10：30 

数           学 10：30～10：35 10：35～11：25 11：25～11：35 

 外 国 語（英語） 11：35～11：40 11：40～12：30 12：30～13：25 

作 文 ・ 面 接 実施校の校長が定める 

   細部の諸注意については，実施校において示すものとする。 

   なお，検査当日，天災等により検査が所定の期日に実施できない場合又は不慮の事故等本人の責

めに帰することができない事由により検査を受検できないと認められる者については，後日検査を

行うことができる。 

  ※ 検査当日の体調不良者については，別室での受検が可能であること。 
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令令和和 99年年度度  福福岡岡県県立立高高等等学学校校学学びびのの多多様様化化学学校校入入学学者者選選抜抜実実施施要要項項  
 

１ 目的 

  この要項は，福岡県立高等学校に設置する学びの多様化学校の令和 9年度入学者選抜に当たり，必要

な事項を定め，その適切な受入れを図ることを目的とする。 

２ 学びの多様化学校設置の趣旨 

  学ぶ意欲と能力があっても，従来の県立高等学校における教育環境で学ぶには困難があり，十分な

進路選択が見込めない不登校の生徒に対し，きめ細かな支援や生徒の実態に配慮した教育活動を提供

することにより，継続して登校し，将来自立して社会で豊かに生きる力を身に付けられるよう，学校

教育法施行規則の規定による学びの多様化学校を設置する。 

３ 設置校及び設置学科・コース 

  福岡県立小郡高等学校 普通科 みらい創造コース 

４ 入学定員 

  40人 

５ 対象者 

  上記３の高等学校の学科・コース（以下「実施校」という。）に入学を希望する者で，以下の全てに

該当する者 

 (1) 在学又は出身中学校等（以下「中学校」という。）第 3学年において年間 30日以上欠席した不登校

生徒又はそれに相当する者 

 (2) 入学後，継続して登校する意志がある者 

 (3) 合格した場合，入学する意志が確実であると認められる者 

６ 出願の制限 

  推薦入学（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学校が実施するものを含む。），特色化選

抜（県内市立高等学校及び古賀高等学校組合立高等学校が実施するものを含む。），連携型選抜及び北

九州市立高等学校入学者選抜との併願はできないものとする。 

７ 検査方法等 

 (1) 検査教科等 

   国語，数学，外国語（英語）について，特別の学力検査を行うほか，作文及び面接を実施するも 

のとする。 

 (2) 検査期日・時間割 

   令和9年2月2日（火）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

検検    査査    時時    間間    割割  

教教      科科  入入室室とと注注意意  検検  査査  時時  間間  休休        憩憩  

国           語  9：20～ 9：30  9：30～10：20 10：20～10：30 

数           学 10：30～10：35 10：35～11：25 11：25～11：35 

 外 国 語（英語） 11：35～11：40 11：40～12：30 12：30～13：25 

作 文 ・ 面 接 実施校の校長が定める 

   細部の諸注意については，実施校において示すものとする。 

   なお，検査当日，天災等により検査が所定の期日に実施できない場合又は不慮の事故等本人の責

めに帰することができない事由により検査を受検できないと認められる者については，後日検査を

行うことができる。 

  ※ 検査当日の体調不良者については，別室での受検が可能であること。 
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（別紙様式） 

申 し 送 り 書 

 
令和 9 年  月  日  

 
 福岡県立小郡高等学校長 殿 
 
                                            学校長      印 
    
 下記の者は，学びの多様化学校設置の趣旨を十分理解し，貴校への入学が適当と認められるので，申し

送ります。 

 
記 

１ 志願者 
 ふりがな  

氏 名 
 

 
２ 申し送り事項 
  
・次のうち，該当するものを選び☑を入れてください。 
 
 □ ア 中学校等第３学年において年間３０日以上欠席している。 
 
 
 □ イ 教育支援センターやフリースクール，保健室登校での学習等により出席扱いとなっている 

ため，中学校等第３学年における年間欠席日数は３０日に満たないが，それに相当する者と 
認められる。 

 
 
 □ ウ その他（その他を選択する場合，事前に実施校との協議が必要であること。） 

 
・その他特記事項 

（特記すべき事項がある場合，その旨記入すること。上記イ又はウを選択した場合は，その状況を 

記入すること。特記すべき事項がない場合は，「特記事項なし」に☑すること。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 □ 特記事項なし 

 
（注）福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システムによる入学志願手続を行う志願者については，公印を省略すること

ができること。 

（学びの多様化学校入学者選抜用） 
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８ 出願手続 

  令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の４による。

ただし，志願書類は下記９とする。また，その他必要な事項は，実施校の校長が定める。 

９ 志願書類 

（1）中学校長を経て実施校の校長へ提出する書類 

原則として，令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項に定め

る一般入学者選抜の例によるものとする。  

（2）中学校において作成し，実施校の校長へ提出する書類 

  ア 調査書 

  イ 申し送り書（別紙様式） 

10 出願期間 

令和9年1月20日（水）から1月28日（木）の正午までとする。 

11 選考 

(1) 実施校の校長は，面接及び作文の結果並びにその他の志願書類を資料として，上記２の学びの多

様化学校設置の趣旨に合致すると認める者を入学予定者とする。ただし，調査書の「各教科の学習

の記録」の第3学年における各教科の評定は，資料としない。 

(2) (1)の入学予定者が入学定員を超える場合，特別学力検査の結果を資料とし選考する。その際，実

施 3教科のうち最も高得点であった教科の得点を 2倍し，他の 2教科の得点との合計点を用いること

とする。 

12 選考結果の通知 

令和 9年 2月 10日（水）午前 9時に，福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB出願システム（以下「WEB

出願システム」という。）において，実施校の校長から中学校長に選考（内定）結果を通知する。なお，

志願者は，同日午後4時以降にWEB出願システムにて，選考（内定）結果を確認することができる。 

13 合格発表 

(1) 令和 9年 3月 18日（木）午前 9時に，実施校及び WEB出願システムにおいて，一般入学者選抜の

合格発表と同時に行う。 

(2) この入学者選抜で合格内定とならなかった者は，一般入学者選抜を実施する学校の学科，コース

又は系に出願することができる。この場合は，改めて一般入学者選抜の入学志願手続を行わなけれ

ばならない。 

14 その他 

 (1) 上記７による後日の検査の受検を希望する者は，令和9年2月2日（火）の正午までに中学校長を

通じて実施校の校長にその旨申し出るものとする。 

(2) その他のことについては，令和 9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選

抜要項によるほか，別に定める。 

    学学びびのの多多様様化化学学校校入入学学者者選選抜抜にに関関すするる日日程程表表 

月月                日日  事事            項項  

 令和9年1月20日(水)から 

 令和9年1月28日(木)正午まで 
志 願 受 付 

 令和9年2月 2 日(火) 学力検査・作文・面接 

 令和9年2月10日(水)午前9時 選 考 結 果 通 知            

 令和9年3月18日(木)午前9時 合 格 発 表 

 

64



- 65 - 
 

（別紙様式） 

申 し 送 り 書 

 
令和 9 年  月  日  

 
 福岡県立小郡高等学校長 殿 
 
                                            学校長      印 
    
 下記の者は，学びの多様化学校設置の趣旨を十分理解し，貴校への入学が適当と認められるので，申し

送ります。 

 
記 

１ 志願者 
 ふりがな  

氏 名 
 

 
２ 申し送り事項 
  
・次のうち，該当するものを選び☑を入れてください。 
 
 □ ア 中学校等第３学年において年間３０日以上欠席している。 
 
 
 □ イ 教育支援センターやフリースクール，保健室登校での学習等により出席扱いとなっている 

ため，中学校等第３学年における年間欠席日数は３０日に満たないが，それに相当する者と 
認められる。 

 
 
 □ ウ その他（その他を選択する場合，事前に実施校との協議が必要であること。） 

 
・その他特記事項 

（特記すべき事項がある場合，その旨記入すること。上記イ又はウを選択した場合は，その状況を 

記入すること。特記すべき事項がない場合は，「特記事項なし」に☑すること。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 □ 特記事項なし 

 
（注）福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB 出願システムによる入学志願手続を行う志願者については，公印を省略すること

ができること。 

（学びの多様化学校入学者選抜用） 
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８ 出願手続 

  令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項の（二）の４による。

ただし，志願書類は下記９とする。また，その他必要な事項は，実施校の校長が定める。 

９ 志願書類 

（1）中学校長を経て実施校の校長へ提出する書類 

原則として，令和 9 年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選抜要項に定め

る一般入学者選抜の例によるものとする。  

（2）中学校において作成し，実施校の校長へ提出する書類 

  ア 調査書 

  イ 申し送り書（別紙様式） 

10 出願期間 

令和9年1月20日（水）から1月28日（木）の正午までとする。 

11 選考 

(1) 実施校の校長は，面接及び作文の結果並びにその他の志願書類を資料として，上記２の学びの多

様化学校設置の趣旨に合致すると認める者を入学予定者とする。ただし，調査書の「各教科の学習

の記録」の第3学年における各教科の評定は，資料としない。 

(2) (1)の入学予定者が入学定員を超える場合，特別学力検査の結果を資料とし選考する。その際，実

施 3教科のうち最も高得点であった教科の得点を 2倍し，他の 2教科の得点との合計点を用いること

とする。 

12 選考結果の通知 

令和 9年 2月 10日（水）午前 9時に，福岡県公立高等学校入学者選抜 WEB出願システム（以下「WEB

出願システム」という。）において，実施校の校長から中学校長に選考（内定）結果を通知する。なお，

志願者は，同日午後4時以降にWEB出願システムにて，選考（内定）結果を確認することができる。 

13 合格発表 

(1) 令和 9年 3月 18日（木）午前 9時に，実施校及び WEB出願システムにおいて，一般入学者選抜の

合格発表と同時に行う。 

(2) この入学者選抜で合格内定とならなかった者は，一般入学者選抜を実施する学校の学科，コース

又は系に出願することができる。この場合は，改めて一般入学者選抜の入学志願手続を行わなけれ

ばならない。 

14 その他 

 (1) 上記７による後日の検査の受検を希望する者は，令和9年2月2日（火）の正午までに中学校長を

通じて実施校の校長にその旨申し出るものとする。 

(2) その他のことについては，令和 9年度福岡県立高等学校（定時制課程の単位制を除く。）入学者選

抜要項によるほか，別に定める。 

    学学びびのの多多様様化化学学校校入入学学者者選選抜抜にに関関すするる日日程程表表 

月月                日日  事事            項項  

 令和9年1月20日(水)から 

 令和9年1月28日(木)正午まで 
志 願 受 付 

 令和9年2月 2 日(火) 学力検査・作文・面接 

 令和9年2月10日(水)午前9時 選 考 結 果 通 知            

 令和9年3月18日(木)午前9時 合 格 発 表 
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１１　　全全日日制制課課程程

((11))  単単位位制制

普普通通科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

門司大翔館◆ 普　　通 160 30 人 程度面 90 人 面

小    郡 みらい創造ｺｰｽ 40

総総合合学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））
　

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

青　　豊 総合学科 280 41 人 程度面 145 人 面
福岡魁誠 総合学科 280 140 人 程度面(自己表現)

福岡講倫館 総合学科 320 110 人 程度面 125 人 面
ありあけ新世 総合学科 160 128 人 面
稲築志耕館 総合学科 200 40 人 程度面 120 人 面
鞍手竜徳 総合学科 160 24 人 程度面 96 人 面

((22))  学学年年制制

普普通通科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは巻巻末末ＰＰ４４～～ＰＰ６６参参照照及及びびココーーススににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

築 上 西 普　　通 120 20 人 程度面 74 人 面
育 徳 館 普　　通 ☆160　 20 人 程度面・作 8 人 面
京    都 普　　通 240 120 人 程度面・作
門司学園 普　　通 ☆160　 12 人 程度面 24 人 面
小 倉 南 普　　通 200 35 人 程度面・作 80 人 面
小    倉 普　　通 280 40 人 程度面・作
小 倉 西 普　　通 200 54 人 程度面・作
北 九 州 普　　通 160 68 人 程度面・作

体育ｺｰｽ 40 32 人 程度面・実
小 倉 東 普　　通 160 80 人 程度面
戸    畑 普　　通 200 70 人 程度面
若    松 普　　通 160 140 人 面
八幡中央 普　　通 160 35 人 程度面 47 人 面

芸術ｺｰｽ 40 28 人 程度面・実
八 幡 南 普　　通 240 100 人 程度面・作

北    筑 普　　通 200 100 人 程度面・作
東    筑 普　　通 280 32 人 程度面・作
中  間◆ 普　　通 200 100 人 程度面・作
遠    賀 情報科学ｺｰｽ★

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ★
生活創造ｺｰｽ★

宗　　像 普　　通 ☆360　 180 人 程度面
光  陵◆ 普　　通 360 54 人 程度面 216 人 面・作
玄    界 普　　通 280 215 人 面

国際文化ｺｰｽ 40 23 人 面

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

特 色 化 選 抜

実施なし

84 人 面

入学定員
（人）

入学定員
（人）

入学定員
（人）

入学定員
（人）

推 薦 入 学 特 色 化 選 抜

推 薦 入 学 特 色 化 選 抜

実施なし
実施なし

推 薦 入 学

令令和和99年年度度　　　　福福岡岡県県立立高高等等学学校校入入学学定定員員等等一一覧覧表表

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし
実施なし
実施なし
実施なし

実施なし

備　考

学びの多様化学校入学者選抜により入学者を決定

実施なし

学 校 名 学科名等

学 校 名 学科名等

学 校 名 学科名等

実施なし
実施なし

実施なし120

学 校 名 学科名等
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１１　　全全日日制制課課程程

((11))  単単位位制制

普普通通科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

門司大翔館◆ 普　　通 160 30 人 程度面 90 人 面

小    郡 みらい創造ｺｰｽ 40

総総合合学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））
　

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

青　　豊 総合学科 280 41 人 程度面 145 人 面
福岡魁誠 総合学科 280 140 人 程度面(自己表現)

福岡講倫館 総合学科 320 110 人 程度面 125 人 面
ありあけ新世 総合学科 160 128 人 面
稲築志耕館 総合学科 200 40 人 程度面 120 人 面
鞍手竜徳 総合学科 160 24 人 程度面 96 人 面

((22))  学学年年制制

普普通通科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは巻巻末末ＰＰ４４～～ＰＰ６６参参照照及及びびココーーススににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

築 上 西 普　　通 120 20 人 程度面 74 人 面
育 徳 館 普　　通 ☆160　 20 人 程度面・作 8 人 面
京    都 普　　通 240 120 人 程度面・作
門司学園 普　　通 ☆160　 12 人 程度面 24 人 面
小 倉 南 普　　通 200 35 人 程度面・作 80 人 面
小    倉 普　　通 280 40 人 程度面・作
小 倉 西 普　　通 200 54 人 程度面・作
北 九 州 普　　通 160 68 人 程度面・作

体育ｺｰｽ 40 32 人 程度面・実
小 倉 東 普　　通 160 80 人 程度面
戸    畑 普　　通 200 70 人 程度面
若    松 普　　通 160 140 人 面
八幡中央 普　　通 160 35 人 程度面 47 人 面

芸術ｺｰｽ 40 28 人 程度面・実
八 幡 南 普　　通 240 100 人 程度面・作

北    筑 普　　通 200 100 人 程度面・作
東    筑 普　　通 280 32 人 程度面・作
中  間◆ 普　　通 200 100 人 程度面・作
遠    賀 情報科学ｺｰｽ★

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ★
生活創造ｺｰｽ★

宗　　像 普　　通 ☆360　 180 人 程度面
光  陵◆ 普　　通 360 54 人 程度面 216 人 面・作
玄    界 普　　通 280 215 人 面

国際文化ｺｰｽ 40 23 人 面

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

特 色 化 選 抜

実施なし

84 人 面

入学定員
（人）

入学定員
（人）

入学定員
（人）

入学定員
（人）

推 薦 入 学 特 色 化 選 抜

推 薦 入 学 特 色 化 選 抜

実施なし
実施なし

推 薦 入 学

令令和和99年年度度　　　　福福岡岡県県立立高高等等学学校校入入学学定定員員等等一一覧覧表表

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし
実施なし
実施なし
実施なし

実施なし

備　考

学びの多様化学校入学者選抜により入学者を決定

実施なし

学 校 名 学科名等

学 校 名 学科名等

学 校 名 学科名等

実施なし
実施なし

実施なし120

学 校 名 学科名等
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募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

新    宮 普　　通 360 95 人 程度面・作
須    恵 普　　通 360 120 人 程度面・作
香 住 丘 普　　通 320 68 人 程度面

数理ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ 40 10 人 程度面
香    椎 普　　通 360 110 人 程度面
福    岡 普　　通 440 40 人 程度面・作
筑 紫 丘 普　　通 400 40 人 程度面・作
柏  陵◆ 普　　通 360 36 人 程度面 252 人 面

環境科学ｺｰｽ 40 4 人 程度面 28 人 面
福岡中央 普　　通 360 80 人 程度面・作
城    南 普　　通 360 40 人 程度面・作

理数ｺｰｽ 40 6 人 程度面・作
修 猷 館 普　　通 440 33 人 程度面・作
早    良 普　　通 120 90 人 面・作

ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ 40 33 人 面・作
玄    洋 普　　通 280 224 人 面
筑    前 普　　通 400 88 人 程度面
春    日 普　　通 440 60 人 程度面・作 80 人 面
太 宰 府 普　　通 200 140 人 面
筑紫中央 普　　通 440 100 人 程度面 90 人 面
武蔵台◆ 普　　通 400 30 人 程度面 270 人 面
筑    紫 普　　通 400 60 人 程度面・作 160 人 面
糸　　島 普　　通 360 260 人 面
小　　郡 普　　通 ◇200 80 人 程度面・作
三    井 普　　通 80 64 人 面

福祉教養ｺｰｽ 40 32 人 面
ｽﾎﾟｰﾂ健康ｺｰｽ 40 34 人 面

明    善 普　　通 200 27 人 程度面・作
総合文科ｺｰｽ 40 8 人 程度面・作

久 留 米 普　　通 200 60 人 程度面・作
三  潴◆ 普　　通 80 32 人 程度面 16 人 面・作

ｽﾎﾟｰﾂ文化ｺｰｽ 40 24 人 程度面・実 12 人 面・実
大川樟風 総合ｺｰｽ★

文理ｺｰｽ★

伝 習 館 普　　通 160 72 人 程度
面又は
面・作

山    門 普　　通 140 119 人 面
理数探究ｺｰｽ 20 17 人 面

三  池◆ 普　　通 160 90 人 程度面 22 人 面・作
八    女 普　　通 240 100 人 程度面・作
福    島 普　　通 80 40 人 程度面・作

浮羽究真館 総合ｺｰｽ 160 30 人 程度面 85 人 面・作
朝    倉 普　　通 240 60 人 程度面・作 60 人 面
朝 倉 東 普　　通 80 25 人 程度面 35 人 面
朝倉光陽 普　　通 40 20 人 程度面 5 人 面
東　　鷹 総合ｺｰｽ 120 48 人 程度面 60 人 面
嘉    穂 普　　通 ☆200　 20 人 程度面・作 88 人 面

武道・日本文化ｺｰｽ 40 30 人 程度面・作
嘉 穂 東 普　　通 200 60 人 程度面 101 人 面
嘉穂総合 総合ｺｰｽ 40 4 人 程度面・作 30 人 面
鞍    手 普　　通 160 55 人 程度面・作 75 人 面

人間文科ｺｰｽ 40 18 人 程度面・作 16 人 面
直    方 普　　通 160 32 人 程度面・作 72 人 面

ｽﾎﾟｰﾂ科学ｺｰｽ 40 30 人 程度面・実

推 薦 入 学

実施なし

実施なし

学 校 名 学科名等

実施なし
実施なし
実施なし

実施なし
実施なし
実施なし

実施なし
実施なし
実施なし
実施なし

面・作

実施なし
実施なし
実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし
実施なし

実施なし

実施なし

特 色 化 選 抜入学定員
（人）

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし
実施なし

実施なし
実施なし

実施なし
実施なし

80 実施なし 40 人
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農農業業にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

行　　橋 農業技術 40 28 人 程度面
環境緑地 40 28 人 程度面

遠　　賀 農業食品 40 28 人 面
福岡農業◆ 都市園芸 40 20 人 程度面 8 人 面

環境活用 40 20 人 程度面 8 人 面

食品科学 40 20 人 程度面 8 人 面
糸島農業 園芸技術 40 32 人 面

動植物活用 40 32 人 面
食品科学 40 32 人 面
生活科学 40 32 人 面

久留米筑水 園芸技術★
食品流通★

造園ﾃﾞｻﾞｲﾝ★
八女農業 生産技術★

ｼｽﾃﾑ園芸★
動物ﾍﾟｯﾄ★
食品開発★

朝倉光陽 食農科学 80 40 人 程度面 10 人 面
田川科学技術 農業食品 80 24 人 程度面 36 人 面・作
嘉穂総合 農業食品 40 4 人 程度面・作 30 人 面

工工業業にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

苅田工業 電　　気 40 8 人 程度面 24 人 面
機　　械 80 36 人 程度面 28 人 面
情報技術 40 8 人 程度面 24 人 面

小倉工業 機械系
(機械，電子機械)

電気系
（電気，電子）

化学系
（工業化学）

戸畑工業 機械・電気系
(機械,電気,情報技術)

建築系
(建築)

八幡工業 機械系
(機械,電子機械,材料技術)

電気系
（電気）
土木系

（土木）
香椎工業 電　　気 80 40 人 程度面

電子機械 40 20 人 程度面
工業化学 40 20 人 程度面
機　　械 80 40 人 程度面
情報技術 40 20 人 程度面

特 色 化 選 抜

特 色 化 選 抜推 薦 入 学

入学定員
（人）

入学定員
（人）

学 校 名 学科名等

実施なし

実施なし
実施なし
実施なし

推 薦 入 学

実施なし

80 48 人 程度面 4 人

120 30 人程度面 54 人 面・作

学 校 名 学科名等

80 36 人程度面 24 人

80 36 人程度面 24 人 面

40 18 人程度面 12 人 面

120 30 人程度面 42 人 面

40 10 人程度面 14 人 面

40 16 人程度面 18 人

人

40 16 人程度面 18 人

120 48 人程度面 54

実施なし
実施なし

面

実施なし
実施なし
実施なし
実施なし
実施なし

面

面

面

面・作
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募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

福岡工業 工業進学 40 4 人 程度面 22 人 面
機械工学 40 8 人 程度面 22 人 面

電子情報工学 80 16 人 程度面 44 人 面
電気工学 40 8 人 程度面 22 人 面
環境化学 40 8 人 程度面 22 人 面

染織ﾃﾞｻﾞｲﾝ 40 8 人 程度面 22 人 面
建　　築 40 8 人 程度面 22 人 面
都市工学 40 8 人 程度面 22 人 面

大川樟風 住環境ｼｽﾃﾑ 40 20 人 面・作
三池工業 ｴﾈﾙｷﾞｰ系

（電気）

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
（電子機械，情報電子）

社会基盤系
（土木，工業化学）

八女工業 電子機械 40 16 人 程度面
IT自動車 40 16 人 程度面
電　　気 40 16 人 程度面
情報技術 40 16 人 程度面
工業化学 40 16 人 程度面
土　　木 40 16 人 程度面

浮羽工業 建設系
（建築，環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ）

機械・電気系
（機械，材料技術，電気）

田川科学技術 工業ｼｽﾃﾑ
機械・電気ｺｰｽ

工業ｼｽﾃﾑ
建築・土木ｺｰｽ

嘉穂総合 工　　業 40 4 人 程度面・作 30 人 面

商商業業にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

行　　橋 総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ 40 28 人 程度面
小倉商業 商業進学※ 40

総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ※ 40
観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ※ 40
国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ※ 40
ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報※ 40
会計ﾋﾞｼﾞﾈｽ※ 40

若松商業 総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ※ 120
ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報※ 40

折    尾 ﾋﾞｼﾞﾈｽ創造 80 60 人 程度面
宇美商業 ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究 200 170 人 面
福    島 総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ 40 20 人 程度面・作
朝 倉 東 ﾋﾞｼﾞﾈｽ 80 25 人 程度面 35 人 面

田川科学技術 ﾋﾞｼﾞﾈｽ科学 40 12 人 程度面 18 人 面・作
筑    豊 総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ※ 40

ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報※ 80
人 面24 人程度面 78

特 色 化 選 抜

面

実施なし
実施なし

実施なし

面

実施なし 140 人

実施なし
実施なし
実施なし
実施なし
実施なし

実施なし

学 校 名 学科名等

120 人程度

入学定員
（人）

推 薦 入 学

面・作40 12 人 程度

面 48

面・作

実施なし

40 12 人 程度面

面 18 人

18 人

人 面

80 12 人程度面 48 面人

80 12 人程度

特 色 化 選 抜入学定員
（人）

実施なし

40 実施なし 28 人 面

実施なし
実施なし
実施なし

80 実施なし 56 人 面

実施なし
実施なし

28 人 面

学 校 名 学科名等

実施なし

40 実施なし

推 薦 入 学
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水水産産にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

水　産 海　  洋※ 80

食品流通※ 40 30 人 程度面 50 人 面

ｱｸｱﾗｲﾌ※ 40

家家庭庭にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

行　　橋 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 80 56 人 程度面
折　　尾 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 80 60 人 程度面
香    椎 ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ 40 30 人 程度面

福岡農業◆ 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 40 20 人 程度面 8 人 面
久留米筑水 食物調理 40 24 人 程度面 4 人 面・作
福    島 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 40 20 人 程度面・作
東　　鷹 総合生活 40 16 人 程度面 20 人 面
筑    豊 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 40 8 人 程度面 26 人 面

情情報報にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

嘉穂総合 情　　報 40 4 人 程度面・作 30 人 面

福福祉祉にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

久留米筑水 社会福祉 40 24 人 程度面 4 人 面・作

芸芸術術にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

太 宰 府 芸　　術 40 33 人 面・実

普普通通科科以以外外のの普普通通教教育育をを主主ととすするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは巻巻末末ＰＰ７７参参照照））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

八  幡◆ 文理共創 200 35 人 程度面・作 65 人 面

田　　川 未来探究 200 140 人 程度面・作

特 色 化 選 抜

特 色 化 選 抜

特 色 化 選 抜

特 色 化 選 抜

実施なし

実施なし

学 校 名 学科名等

学 校 名 学科名等

学 校 名 学科名等

入学定員
（人）

入学定員
（人）

入学定員
（人）

推 薦 入 学

推 薦 入 学

推 薦 入 学

学 校 名 学科名等

学 校 名 学科名等

推 薦 入 学 特 色 化 選 抜

特 色 化 選 抜

実施なし
実施なし

入学定員
（人）

入学定員
（人）

推 薦 入 学

実施なし

学 校 名 学科名等
入学定員
（人）

推 薦 入 学

実施なし
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理理数数にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは巻巻末末ＰＰ７７参参照照））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

八  幡◆ 理　　数 80 16 人 程度面 24 人 面
新    宮 理　　数 40 11 人 程度面
筑 紫 丘 理　　数 40 7 人 程度面・作
明    善 理　　数 40 8 人 程度面・作
嘉    穂 理　　数 40 5 人 程度面・作 25 人 面
鞍    手 理　　数 40 12 人 程度面・作 20 人 面

外外国国語語にに関関すするる学学科科（（通通学学区区域域ににつついいててはは巻巻末末ＰＰ７７参参照照））

募集人員 実施方法
内定者上限人数

（目安）
実施方法

北    筑 英　　語 40 20 人 程度面・作
香 住 丘 英　　語 40 20 人 程度面・実
久 留 米 英　　語 40 18 人 程度面・作
嘉 穂 東 英　　語 40 12 人 程度面 18 人 面

　　　
（注）学校名の◆印は，推薦入学又は特色化選抜の新規実施校を示す。
　　　学科名等の★印は，入学定員をまとめて設定するものを示す。
　　　学科名等の※印は，くくり募集を実施する学科を示す。
　　　入学定員の☆印は，併設中学校からの入学予定者数を含んだ人数を示す。
　　　入学定員の◇印は，学びの多様化学校として設置するコース（みらい創造コース）
　　を除く普通科の入学定員を示す。
　　　推薦入学又は特色化選抜の下線　　は, 該当する選抜を今年度から実施しないこと
　　を示す。
　　　実施方法の面は面接，作は作文，実は実技試験を示す。

学 校 名 学科名等

実施なし
実施なし

推 薦 入 学 特 色 化 選 抜入学定員
（人）

実施なし

実施なし
実施なし
実施なし

特 色 化 選 抜
学 校 名 学科名等

推 薦 入 学入学定員
（人）
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２２　　定定時時制制課課程程（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

((11))  単単位位制制

ひびき
試験ごとの学科別・部別の入学定員（人）

前　         　　期

合　　計

学科別 ａ ｂ ｄ (a+b+c+d)

 Ⅰ部
（午前部）

普 通 科 60 40 10 120

 Ⅱ部
（午後部）

普 通 科 60 20 10 100

 Ⅲ部
（夜間部）

普 通 科 20 20 10 60

140 80 30 280

博多青松
試験ごとの学科別・部別の入学定員（人）

前　         　　期

合　　計

学科別 ａ ｂ ｄ (a+b+c+d)
普  通  科 67 30 8 120

 Ⅰ部 情報科学科 25 10 2 40
 (午前部） 計 92 40 10 160

普  通  科 42 15 8 80
 Ⅱ部 情報科学科 25 10 2 40
 (午後部） 計 67 25 10 120
 普  通  科 32 25 8 80
 Ⅲ部 情報科学科 20 15 2 40
 (夜間部） 計 52 40 10 120

普  通  科 141 70 24 280
 合計 情報科学科 70 35 6 120

計 211 105 30 400

大牟田北
試験ごとの学科別・部別の入学定員（人）

前　         　　期

合　　計

学科別 ａ ｂ ｄ (a+b+c+d)

 Ⅰ部
（午前部）

普 通 科 37 8 8 60

 Ⅱ部
（午後部）

普 通 科 37 8 8 60

 Ⅲ部
（夜間部）

普 通 科 26 4 4 40

100 20 20 160

西田川
試験ごとの学科別・部別の入学定員（人）

前　         　　期

合　　計

学科別 ａ ｂ ｄ (a+b+c+d)

 Ⅰ部
（午前部）

普 通 科 43 5 8 60

 Ⅱ部
（午後部）

普 通 科 43 5 8 60

 Ⅲ部
（夜間部）

普 通 科 27 5 4 40

113 15 20 160

部別
ｃ

試験区分
後　　　期Ⅰ　　期

入学試験
Ⅱ　　期
入学試験

転 ･ 編
入学試験

部別
ｃ

10

10

10

 合　　　　計 30

試験区分

18

後　　　期Ⅰ　　期
入学試験

Ⅱ　　期
入学試験

転 ･ 編
入学試験

15
3
18
15
3

部別
ｃ

15
3
18
45
9
54

試験区分
後　　　期Ⅰ　　期

入学試験
Ⅱ　　期
入学試験

転 ･ 編
入学試験

7

7

6

 合　　　　計 20

後　　　期Ⅰ　　期
入学試験

Ⅱ　　期
入学試験

転 ･ 編
入学試験

部別
ｃ

試験区分

4

4

4

 合　　　　計 12
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((22))  学学年年制制

入学定員 入学定員
（人） （人）

京　　都 普　　通 40 大川樟風 普　　通 40
小 倉 南 普　　通 120 三池工業 機械・電気 40
若　　松 普　　通 40 福　　島 普　　通 40
八幡中央 普　　通 40 浮羽工業 普　　通 40
福岡工業 工業技術 40 朝　　倉 普　　通 40
筑紫中央 普　　通 40 嘉 穂 東 普　　通 40
糸　　島 普　　通 40 嘉穂総合 生活情報 40 大隈城山校
明　　善 普　　通 40 鞍　　手 普　　通 40

３３　　通通信信制制課課程程（（通通学学区区域域ににつついいててはは福福岡岡県県全全域域））

博多青松

前期選考 後期選考
普　　通　　科 450人 150人

計
600人（転・編入学を含む入学定員）

学 校 名 学科名等 備　　考 学 校 名 学科名等 備　　考
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別
表
第
二
（
第
二
条
）

高
等
学
校
名

地

域

名

（
普
通
科
以
外
の
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
文
理
共
創
科
）
）

八

幡

北
九
州
地
区

（
普
通
科
以
外
の
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
未
来
探
究
科
）
）

田

川

筑
豊
地
区

（
理
数
科
）

八

幡

北
九
州
地
区

新

宮

福
岡
地
区

筑

紫

丘

福
岡
地
区

明

善

筑
後
地
区

嘉

穂

筑
豊
地
区

鞍

手

筑
豊
地
区
、
木
屋
瀬
中

（
英
語
科
）

北

筑

北
九
州
地
区

香

住

丘

福
岡
地
区

久

留

米

筑
後
地
区

嘉

穂

東

筑
豊
地
区

注

地
域
名
欄
の
北
九
州
地
区
は
、
築
上
郡
、
京
都
郡
、
遠
賀
郡
、
中
間
市
、
豊
前

市
、
北
九
州
市
、
行
橋
市
を
示
し
、
福
岡
地
区
は
、
宗
像
市
、
福
津
市
、
糟
屋
郡
、

古
賀
市
、
那
珂
川
市
、
太
宰
府
市
、
春
日
市
、
大
野
城
市
、
筑
紫
野
市
、
糸
島
市
、

福
岡
市
を
示
し
、
筑
後
地
区
は
、
三
潴
郡
、
八
女
郡
、
み
や
ま
市
、
う
き
は
市
、
三

井
郡
、
小
郡
市
、
朝
倉
郡
、
八
女
市
、
筑
後
市
、
朝
倉
市
、
柳
川
市
、
久
留
米
市
、

大
牟
田
市
、
大
川
市
を
示
し
、
筑
豊
地
区
は
、
田
川
郡
、
鞍
手
郡
、
宮
若
市
、
嘉
穂

郡
、
田
川
市
、
直
方
市
、
飯
塚
市
、
嘉
麻
市
を
示
す
も
の
と
す
る
。

別
表
第
三
（
第
二
条
）

高
等
学
校
名

中

学

校

名

育

徳

館

福
岡
県
立
育
徳
館

門

司

学

園

福
岡
県
立
門
司
学
園

宗

像

福
岡
県
立
宗
像

嘉

穂

福
岡
県
立
嘉
穂
高
等
学
校
附
属

別
紙
様
式
（
第
五
条
）

略

（
福
岡
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
要
項
二
十
一
頁
に
掲

載
）
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第

九

学

区

八

女

郡

八

女

荒
木
中
、
大
木
町
、
み
や
ま
中
の
う
ち
水
上
小
及
び
清
水
小
、
三
潴

八

女

市

中

筑

後

市

福

島

櫛

第

十

学

区

三

潴

郡

三

潴

羽
犬
塚
中
、
筑
後
北
中
、
久
留
米
市
の
う
ち
城
南
中
、
江
南
中
、

大

川

市

原
中
、
牟
田
山
中
、
諏
訪
中
、
良
山
中
、
明
星
中
、
宮
ノ
陣
中
、
荒

柳

川

市

木
中
、
筑
邦
西
中
、
屏
水
中
、
青
陵
中
、
高
牟
礼
中
、
田
主
丸
中
、

み

や

ま

市

北
野
中

大

牟

田

市

久
留
米
市
の
う
ち

大

川

樟

風

三
潴
中
、
城
島
中

伝

習

館

山

門

筑
後
中

三

池

第

十
一

学

区

田

川

市

東

鷹

田

川

郡

第

十
二

学

区

嘉

麻

市

嘉

穂

飯

塚

市

嘉

穂

東

嘉

穂

郡

嘉

穂

総

合

第

十
三

学

区

直

方

市

鞍

手

福
智
町
、
頴
田
中
、
木
屋
瀬
中

鞍

手

郡

宮

若

市

直

方

中
間
市
、
水
巻
町
、
北
九
州
市
の
う
ち
木
屋
瀬
中
、
香
月
中
及
び
千

代
中

注

地
域
名
欄
及
び
備
考
欄
の
○
○
中
、
○
○
小
は
、
そ
れ
ぞ
れ
市
町
村
（
学
校
組
合
）
教
育
委
員
会
が
定
め
る
当
該
中
学
校
及
び
小
学
校
の
通
学
区
域
を
示
す
も
の
と
す
る
。
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第

五

学

区

那

珂

川

市

筑

紫

丘

太

宰

府

市

春

日

市

柏

陵

長
丘
中
の
う
ち
第
六
学
区
の
地
域

大

野

城

市

筑

紫

野

市

福

岡

中

央

福
岡
市
の
う
ち
博
多
中
、
舞
鶴
中
、
警
固
中
、
当
仁
中
、
城
西
中
、

福
岡
市
の
う
ち

友
泉
中
、
片
江
中
、
城
南
中
、
長
尾
中
、
梅
林
中
、
原
中
、
原
中
央

除
く
。)

、
田
隈
中
、
長
丘
中
の
う
ち
第
六
学
区
の

筑
紫
丘
中

野
間
中

春
吉
中

高
宮
中

中
（
大
原
小
を

、

、

、

、

三
宅
中
、
老
司
中
、
曰
佐
中
、
横
手
中
、

の
う
ち
早
良
区
星
の
原
団
地
の
地
域

地
域
、
次
郎
丸
中

三
筑
中
、
板
付
中
、
花
畑
中
、
柏
原
中
、

那
珂
中
、
宮
竹
中
、
平
尾
中
、
東
光
中
、

春

日

席
田
中
、
住
吉
中
、
東
住
吉
中
、
長
丘
中

太

宰

府

の
う
ち
南
区
長
丘
二
丁
目
一
番
か
ら
十
二

番
ま
で
、
十
五
番
か
ら
二
十
一
番
ま
で
、

筑

紫

中

央

夜
須
中

平
和
四
丁
目
の
地
域

武

蔵

台

筑

紫

第

六

学

区

糸

島

市

城

南

花
畑
中
の
う
ち
福
岡
市
南
区
野
多
目
五
丁
目
二
番
三
十
一
号
の
地
域

福
岡
市
の
う
ち

及
び
野
多
目
西
公
園
を
除
く
地
域
、
柏
原
中
、
平
尾
中

舞
鶴
中
、
警
固
中
、
当
仁
中
、
城
西
中
、

友
泉
中
、
片
江
中
、
城
南
中
、
百
道
中
、

早

良

那
珂
川
市

高
取
中
、
姪
浜
中
、
西
福
岡
中
、
次
郎
丸

中
、
内
浜
中
、
下
山
門
中
、
原
北
中
、
壱

修

館

猷

岐
中
、
壱
岐
丘
中
、
西
陵
中
、
梅
林
中
、

玄

洋

原
中
、
原
中
央
中
、
田
隈
中
、
長
尾
中
、

筑

前

金
武
中

玄
洋
中

元
岡
中

周
船
寺
中

糸

島

、

、

、

、

北
崎
中
、
能
古
中
、
玄
界
中
、
小
呂
中
、

早
良
中
、
長
丘
中
の
う
ち
第
五
学
区
の
地

域
を
除
く
地
域

第

七

学

区

う

き

は

市

浮

羽

究

真

館

屏
水
中

朝

倉

市

朝

倉

郡

朝

倉

屏
水
中
、
大
刀
洗
町
、
北
野
中
、
小
郡
市

久
留
米
市
の
う
ち

田
主
丸
中

朝

倉

東

朝

倉

光

陽

第

八

学

区

三

井

郡

小

郡

筑
紫
野
市
、
筑
前
町

小

郡

市

久
留
米
市
の
う
ち

三

井

筑
前
町
、
朝
倉
市
の
う
ち
十
文
字
中
、
南
陵
中
、
秋
月
中
、
甘
木
中

、

、

、

、

城
南
中

江
南
中

原
中

牟
田
山
中

櫛

諏
訪
中

良
山
中

明
星
中

宮
ノ
陣
中

明

善

田
主
丸
中
、
城
島
中

、

、

、

、

、

、

、

、

荒
木
中

筑
邦
西
中

屏
水
中

青
陵
中

高
牟
礼
中
、
北
野
中

久

留

米

三
潴
中
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別
表
第
一
（
第
二
条
）

（
普
通
科
）

学

区

名

地

域

名

高

等

学

校

名

備

考

第

一

学

区

築

上

郡

築

上

西

豊

前

市

育

徳

館

京

都

郡

京

都

行

橋

市

第

二

学

区

北
九
州
市
の
う
ち

門

司

学

園

門

司

区

小

倉

南

小

倉

北

区

小

倉

小

倉

南

区

小

倉

西

戸

畑

区

北

九

州

小

倉

東

戸

畑

若
松
区

第

三

学

区

北
九
州
市
の
う
ち

若

松

戸
畑
区

若

松

区

八

幡

東

区

八

幡

中

央

八

幡

西

区

八

幡

南

遠

賀

郡

北

筑

中

間

市

東

筑

鞍
手
町

中

間

遠

賀

第

四

学

区

宗

像

市

宗

像

屋
町
、
岡
垣
町
、
遠
賀
町

芦

福

津

市

糟

屋

郡

光

陵

古

賀

市

玄

界

福
岡
市
の
う
ち

新

宮

志
賀
中
、
和
白
中
、
和
白
丘
中
、
香
椎
第

一
中
、
城
香
中
、
香
椎
第
二
中
、
香
椎
第

須

恵

席
田
中

三
中
、
多
々
良
中
、
松
崎
中
、
多
々
良
中

央
中
、
青
葉
中
、
箱
崎
中
、
福
岡
中
、
千

香

住

丘

代
中

吉
塚
中

博
多
中

箱
崎
清
松
中

香

椎

、

、

、

、

照
葉
中

福

岡

東
光
中
、
席
田
中
、
住
吉
中
、
東
住
吉
中
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２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
第
三
の
高
等
学
校
名
欄
に
掲
げ
る
高
等
学
校
に
、
当
該
高
等
学
校
名
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
が
引
き
続
き
入
学
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
県
内
全
域
を
学
区
と
す
る
。

（
入
学
の
出
願
）

第
三
条

高
等
学
校
に
入
学
（
転
学
及
び
転
籍
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
人
及
び
そ
の
保
護
者
の
居
住
地
の
属
す
る
学
区
の
高
等
学
校
に
出
願
し
な
け
れ
ば

。

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
本
人
及
び
そ
の
保
護
者
が
別
表
第
一
の
備
考
欄
に
掲
げ
る
地
域
に
居
住
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
分
の
間
、
当
該
備
考
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
高
等
学
校
に

出
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
願
の
特
例
）

第
四
条

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
特
に
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
学
区
外
の
高
等
学
校
に
出
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
学
区
外
出
願
の
申
請
）

第
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
学
区
外
の
高
等
学
校
に
出
願
す
る
者
は
、
別
に
教
育
長
が
定
め
る
場
合
を
除
き
、
学
区
外
高
等
学
校
入
学
志
願
申
請
書
（
別
紙
様
式
）
を
、
出
願
し
よ

う
と
す
る
高
等
学
校
を
経
て
、
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
出
し
た
書
類
の
記
載
事
項
中
に
、
虚
偽
の
事
実
が
判
明
し
た
と
き
は
、
教
育
長
は
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
補
則
）

第
六
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

付

則

（
中

略
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
岡
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
令
和
九
年
度
以
降
に
入
学
す
る
者
か
ら
適
用
す
る
。

※

第
五
条
の
学
区
外
高
等
学
校
入
学
志
願
申
請
書
（
別
紙
様
式
）
は
、
福
岡
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
要
項
二
十
一
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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福
岡
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
立
高
等
学
校
（
以
下
「
高
等
学
校
」
と
い
う

）
の
通
学
区
域
（
以
下
「
学
区
」
と
い
う

）
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と

。

。

す
る
。

（
学
区
）

第
二
条

高
等
学
校
の
学
区
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
課
程
ご
と
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
学
科
等
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

課

程

学

科

等

学

区

全
日
制
課
程

普
通
科
（
同
科
に
置
か
れ
る
コ
ー
ス
及
び
単
位
制
に
よ
る
課
程
を
除
く

）

別
表
第
一
の
と
お
り
。

。

普
通
科
に
置
か
れ
る
コ
ー
ス

県
内
全
域

普
通
科
（
単
位
制
に
よ
る
課
程
）

普
通
科
以
外
の
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科

別
表
第
二
の
と
お
り
。

農
業
に
関
す
る
学
科

県
内
全
域

工
業
に
関
す
る
学
科
（
同
科
に
置
か
れ
る
コ
ー
ス
を
含
む

）
。

商
業
に
関
す
る
学
科

水
産
に
関
す
る
学
科

家
庭
に
関
す
る
学
科

情
報
に
関
す
る
学
科

福
祉
に
関
す
る
学
科

理
数
に
関
す
る
学
科

別
表
第
二
の
と
お
り
。

外
国
語
に
関
す
る
学
科

芸
術
に
関
す
る
学
科

県
内
全
域

総
合
学
科

専
攻
科

定
時
制
課
程

す
べ
て
の
学
科

県
内
全
域

通
信
制
課
程

普
通
科

県
内
全
域
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